The Kansei Reform and the Revision of the “Yanagidaru,” a collection of People\u27s Poetry (II) (Concluded) by 岡田 朝太郎
寛政改革と柳樽の改版
　　　　TEE　KANSEI　REFORM　AND
TH：E　REVISION　OF　THE“YANAGIDARU”，
　A　COLL：ECTION　OF　PEOPLE，S　POETRY
1工．
講 師
岡　田朝太郎
L：ECTURER　A．OKADA
1926
?? 次 』し
目 次
第四量　柳樽の改版………・……一・一・……………・……撚
第一飾　柳樽改版の時期及び方法・一……・……・……・127
　第一項　柳樽改版の時期…………・・……・”一……………・…・……・…・127
　第二項　柳樽改版の：方法……………5・………・…・…一………一……・●129
第二節　柳樽の削句と改挿句・・………………・…………150
　第一項　大名、御家騒動、留守居、役人、武士…・・…………・………1肌
　第二項　罪刑諸例……………………………・…・…・…………・・……・…156
　第三項　賭博……・……・……・………………◎・…一・……・……・………161
　第四項　：有夫姦一・…・・………・・り一……………・一一………一…亀一・…170
　第五項　心中、隠費女・・………………・……………・・…◎齢……………・岬175
　第六項　殿女、後家、下女、妾と園女…・…・…・…・……………・・……177
　第七項　隠陽機質關係………・・………9…・………・……・σ・・…………・●。181
　第八項　隠陽機能働詞、O這b　O虚……“………“亀……’…………。”186
　第九項ミ豊、淫具…一一……・…一…一一一・・一一一一…・…1go
”　第十項　出合茶屋及び一般風敏……・………・一………・…・……・・馬……192
　第…飾　創る可かりし句（結論に換ふ）一一・・…・一・…194
　第一項　大名、御家騒動、留守居、役人、武士・……・……・・…・……・195
　第二項　罪刑諸例……………一…・一・・◎…・…・・◎…・・…・……………隔…199
　第三項　憶賭…………・・D……………・…・……・・…一・…・・……・………202
　第四項　膚夫姦………………9・…………・……融・……・…………・・……・£｛）9
　第五項　心中、隠責女…………・・……・…・・……………・………………£14
　第六項　殿女、後家、下女、妾と園女…・・r………・…・…・……・…・・…21S
　第七項　陰陽機質關係…………・……・弓・9………………・………………221
2 目 次
第八項
第九項
第十項
陰陽機能詞、・・…・O這、O虚、…
淫書、淫具………………・一・…　一…
出合茶屋及び一般風敏…・・…・…
223
”．”　　　　　225
．．．．”　　　　226
第四章　柳樽の改版
第一節　柳樽改版の時期及び方法
第一項　樽柳改版の時期
　定信執政中第一次の出版物取締令の登せられセのは、寛政二
（1790）戊年五月であつて、其年は川里物故、柳樽休刊、翌三亥
年は洒落本禁止の嚴命があつた年であるが、其九月に登行しだ
柳樽廿四編の初版には、將來の削句八員削丁一枚あ帆二年ン
隔て、同六奪秋登行し泥廿五編には創句十三員、同七年頃登行
　　　　　　　　　　　ヤの廿六編には削句三員、同十年の廿七編に削句四員、十一年の
『廿八編に削句十五員削丁一枚あり、故に改削は寛政十二年以後
に行はれたものとの推定が出i來る、然るに十二年の次に來る享、
和の三年間は柳樽休刊、四年目の文化元（1804）子年に登行した
鑑編には、其年又ば其後に改削が行はれとすれば、當然前除せ
ざる可らざる句が載つて居る。
　濫意XXX等羅馬数字は編の敷、1、2、3、等アラゼア敷字・
　は枚の敷、No1・Noloは其枚数に於ける第1句第10句の意味、
　一枚は表裏各九句計十八句であるから、N・10は其枚薮の裏
　の第一句に相営す　以下総て之に徹ふ。
　　間男は首を拾つて蚊に喰はれ・　　　　XXX　2No17
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申し子は神と間男するこ、ろ
子心に不思議な男そぱに、寝る
　　　　ニツホン　　　　　フケリ薬晒らし日本の地へ二人出る
小さな腹が踊子の病み上り
三味線の代りに枕二つ出し
　　　　ツネ御内儀を採りおどけにして仕舞ひ
間男に女房の年が三つ上
捕はれの入札になるつらい事
　註
樂屋の博変かまくらの諸大名
ッカ々々とは入て升をひつたくり
押入れで聞けぱこの草履は誰だ
下卑ナこ懸寝所へそ〔コb々々々はロ
ヂリウ
地黄呑むうち間男が出來るなり
〃
〃
”
〃
??
〃
〃
ヤツコ
3No2
6No16
15No15
16No1
19No　l6
29No4
30No13
31No12
隠費女捕へられ、ぱ吉原で入札の上奴となる。
”　　34No12
”　・〃No17
”　35No9
”　　〃No1）
”　　〃No14
　句の改削が升編の登行された文化元年又は其後に行はれたと
すれぱ・初編乃至廿九編と同一の標準に擦て、前述の句は到底
改削を遁る可らざるものである、が、そのま、残つて居る、そ
こで予は次の如く推定して見た。
　柳樽に就ては其筋から或は螢責禁止をもしかねないほどの
（それには或は撰者編輯者の都合もあつたらしい）干渉を受けた
から寛政十二年限り一先づ休刊し享和元二三の三年間に亥に述
べるやうな改削を施し、やつと其筋の認可を受けて績いて登責
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したのでもあらうか。
改削は一次に之を行ふことなく、敷年敷次に分つて行ふごと
も可能である、さうであつたかも知れぬ、但し予は今日まで、
さうであつたと断言するの謹左に接しない。、
　　　　第二項　柳樽改版の方法
　柳樽を改版するに就ては、其初版に封し削句と削丁とを行今
て、更に摺出したのである、削句とは、某編の中e、秩序風俗．
に害あり若しくは嘗時の改革の趣旨に照して遠慮す可しと認
め、削除消滅せしめ祀句を謂ひ、削丁とは其大部分の句を不適，
當と認めた一枚、叉は、削句の跡を填補する爲め句を分載した．
一枚を削除消滅せしめた丁を謂ふ、次の如し。
　　　　　　　　　　　　ナンマイメ（羅馬敷字は編次、アラピア敷字は丁次、N・は第何句目）削，
丁にある句の略解次節にあり）
初編
‘削句　6No6撃No1同No240No2計4句
削丁無
二編
飼句　無（削句無きは本編ばかり）
削丁無
三編
削句13：NQ822：N・330N・1同N・237N・17計5句
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　削丁無
個編
　削句　　6No2　11）No7　16No　l3　25No17　2g　No1　3g　No1
　　　　同No5計7句
”削丁　13一赦　　　　　　　　　　削句‡眞補の爲め移播
　　　　　　　　　ヤドNo1　思ひ切る婁の出來ろ雨舎り
：No2　まだ℃球と苦勢に思ふ里の母
　　　　　　タヤNo3　偲偏前箱秘叩くが乗り地なり
No4　姉婿とよもやは母の手抜け也
Xo5　子煩憐小列持アこぜて困るねり
No6　今頃は灰になつナこと燈籠を見
No7櫨柄かいふのが乳母の癖になり
No8　大部犀の持佛は〆めて十貫目
　　　　　　　　　ウN・9去り状か書くうち質か請けに遣u〕
No10　下駄を見にいらぬ豆腐な買に行き
Noll　一一ト喧嘩して女房は質な出し
No12　先づ盤の足な捻込む下手將棊
Nol3　赤腹か釣つて箱王しザられる
　　　　　　　　　イリNo14桝花’女の出ろ土弓場は入が有vl
　　　　　ソトNo15　i書飯を外ザらどねろ手習子
No16　コソ々々と談ぜば妾氣に掛けろ
曽No17御妾の母は大きね願を掛け
lNo18　女房の蓋風よつぼどひとく酔ひ
VI16No17へ
VI3：No3へ
VI　3No　lOへ
VI5No1へ
VI3No16へ
VI】3No2へ
V正5No17へ
VI4N）10へ
VI12Nd9へ
VI27Nol3へ
VI27No8へ
VI26Nol6へ
VITI　7｝マol5へ
XI21）N）2へ
　V　6No13へ
VIII7N）3へ
XI11：No17へ
XI10No2へ
淫意IIIとIVとの重複した句　III41No1とIV2No1311141
N・9とIV2N・12　11141N・10とIV2N・15　11141N・rとIV2
　No16　11141No12とIV3N・2　1皿：41No13とIV3N・3　11141
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No14とIV2No1711141NQ15とIV2No811141No16とIV3
N・7　11141N・17とIV2N・7
五編
削句3Ng86N・138N・516N・1522N・1223N・1024
　　No3　（29No18削30No17へ移挿）30No1731N・16（32N・
　　18削31No16へ移挿〉36No8　38No16　3SNQl8　3gNo11
　　40N・541N・7計15句
　削丁　14　37　の二枚
014
No1　どの幕へ行くと藝子か尾けて行む
No2　糸愛の旦那はものが言ひ易し
　　　アトオサエNo3　後押通ろと杵を振上げろ
No4　だと言つて今青雨は出されまい
　　キンピラNo5金雫の夢炬見て居ろまくら蚊鵬
No6規板ヘアラレで疵か附け初め
No　7　飛鳥山バタラ三味線百で借v）
No8入れ髪をして品川かヤタラ碁め
　　　　　　　　　ゴサィNo9　ロに戸か立てぬと御茱勤まらす
No10．掛取のあとへ廻はすは丈夫也
No11．正宗か喰つたと質屋ソツといひ
No12　立つて居て座頭の濡れろ俄雨
　　　　　　　　　　　　フカNo13　着換えすに芝居蹄りの夜か更し　『
No14天蓋をプノレ々々として吹始め
　　　フ　　　　ナン　ドコ　　コゾNo15降つて來ナこ何と何班ぞへ塞らうか
No16　二人り目は女房の傘か貸して邉り
No17　國境美濃¢）方て’（柔油断ぜ”ヂ
No18勾當の不足は7こつアこ一二寸
VIII23No1へ
VI∬41No17へ
V∬4No7へ
VIII24No17へ
VIII24No18へ
VII12No6へ
V∬12No7へ
VII10No16へ
VII　il　No18へ
XIX39No8へ
XIX32No1＾
XIX3iNo17へ
XIX32No1正へ
VIII14：No10へ
VIIIl1No10へ
VIII14No13へ
VIII12No11へ
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037
　　　　　　　　　　　プNo1五尺ほどあろ書出しヘー歩遣り
No2迩げ尻で餌馬喰はぜる寺男
　　　　　ヨNo3　いつち好い町ばドン々々カツカなり
N・4まだ死にもぜぬのに泣て呵られろ
No5　ちっとべいイ毛はあるがと村仲人
No6梅若は族陰間にはいやと）’ふ
　　　　　　タクミNo7　ヤレでがい巧なしすこと田舎公事
No　8　八百屋つ・ら萱ろとは護谷の矢口ら沿事
聾09　もちつとの事で日蓮片見月
　　　　ザ才No10五十藏留守のや”よは客があリ
　　アシタNo11　明島でも剃ノ）てくれろと飛車lo｛成v）
No1繋　まま）ウンといへと無蓋の指を折り
N・）13推量で向ふ桟敷の貰ひ泣き
N（）14　股倉へ手か突込んで下女ばぎみ
N（）焉　烏帽子親伯父の敵も討てといふ
N）16　御の字に贈なつ弁と花見支度する
　　　　　　　　カコN（）17行水に寝る程姻彙は園、1ぜろ
No18　どうしても泊つて來たが亭主員け
IX23No13へ
VIII35NQ　l8へ
VIII38No12へ
VII16No10へ
VIll13No　8へ
VII2No16へ
VIII36No13へ
VH15NQ6へ
VIII10No7へ
VH8No3へ
VII8No4へ
XIX40No3へ
XIX4、ONo4へ
XIXl1No13へ
XIX39No1Sへ
XIX3SNo8へ
VII4No1へ
　VII　4No2
六編
　’削句　3No3同Nolo同No164Nolo5No1同No176
　　No168N61611No913No2同No916No17（註此句
　　IX2gN・1に淺る）17N・225N・1226N・1627N・8同
　　No13　31No8　35No2　36No1　37No15　3g　No13　40No1
　計23句
削丁　鍛一枚
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No1　若死と聞・・て悔みに念を入れ
No2　寺小姓とぼしザけ程巻ビて居ろ
No3　姑女もおんなじ様に塗廻はし
No4　風呂敷な解くと駈出す眞桑瓜
NQ5　京女立つて鯉れるが少し疵
No6　鳥籏の掃除麹屋ほどにすろ
　　　　　　　　　　　アツリユミNQ7　いつはりないふザも知れぬ梓弓
No8寝坊奴がと張頁は呵られろ
N・9行くと先づ邪魔だと波す根津の客
Noコ0　どのうら（ち？）へ行りても持てぬ浅黄裏
　　　　　クう』No11　古着買庫裡に引導聞いて居る
No12盆持・）ブこ灰化業物へ走り着き
　　　　　　　　　　　マイリNo13　持っ程の物に字か書く抜け詣
　　　　　　　　　ツキセNo　l4 ゲップウをしてザら…奮摩二杯喰ひ
No15　孚1母チツとアこしねめ位屍ともご㌔ず
　　　　　ノも　 オNol6　大和茶の婆ア苧ば『℃㍉】うんで居ろ
No17　大名は1小列の側にぶく腿垂り
No　lS　草鞍喰ひまでは育ヒ因氣が附かす・
　　　同
IV39No1へ
IV39No5へ
VI8No16へ
IV2～No17へ
IV10No13へ
IV16No13へ
V工　6No16へ
VI17Xo2へ
IV　GNo2へ
VI37N）15へ
VI39No13へ
VI40Nb1へ
VI2ろNo12へ
IV29No1へ
VI31No8へ
VI36No1へ
VI33No2へ
VI刀No9へ
XX13No7へ
七編
　削句3N・164N・1同N・2同N・78N・3同N）41rlN・
　　1611N・1812N・6同N・715N・616N・1021N・6
　　1司N・9　22N・15　同N・16　25N・17　26N（）11　2g　N・2
　　N・638N・1140N（）142N・2同N・9同N・12計25句
創丁無
八編
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削句　7N・3同N・158N・1510N・711：N・1012N・11
　14N・10同N・1315：N・2同N・9同N・1818Nos21
　N・1623N・124N・17同N・1827N・4同NQ11同N・
　12　　30No16　　33No4　　35No　ls　　36No13　　38No12　　41No17
計25句
1削丁39一枚
　　　　　　　　　　　イゾ　No1女房は焼かぬが立て㌧燃す也
　　　　　ムゴし　No2　さう酷くいはぬものだとにぢり寄q
　No3　藏宿へ廻るで四ツ手百高し
　No4　御1知行は末肚ほどあろ帥の末
　：No5　若い手か借りて娘の灸かすヘ
　　　　　　　　　　　アテコス　No6　死ぬ者が損とは後家へ嘗擦り
　No7兄弟の中へ寝るザら中納言
　No8いさぎぶく療治届頼む向ふ疵
　　　　　　クゼツ　No9タベのは口舌今朝のは喧曝なり
　No10　朝顔は朝寝の者に・し℃’み面
　No11腕へ巻附けて物干借りに來る
　Xo12　おi妾の玉菱間はしごく無ロヲより
　No13　女房の苦勢草木黄ばみ落ち
　：No姓盃がどこらへ來すこと料理人
　　　　　　　　　　　　トコ　No15　仁王門その℃■み蔦のあつお所
　：No　IG元服もニタ剃刀は女なり
　No17　アラの出ろ長口上は鐘の銘
　　　　　　　　　　ノゾ　No13ウツ・ダが居やうと覗く松ザ岡
九編
　創句　4N・167Nり310N・715N・15
X30No3へ
X30No1へ
X30No4へ
XII22Nol2へ
XII23No3へ
XII32No8へ
XII33No10へ
xn33No18へ
XII10No6へ
XIU3No18へ
X　gNo4へ
X24No3へ
X21No11へ
Xl5No15へ
X16No16へ
X13No12へ
lIll3Noδへ
111　37No17　ピ、
16No8　　2（♪NQ12
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23No1335No9同Nol442No3計10句
削丁11一枚
　　　　　　　　　ゴゼ　No1好いつぶれ様さと警女は碁められる
　　　　　　シヤNo2兄さんと洒落れてセナアに逢ひに來ろ
　，No3立聞きは今來アこやうに内へ入り
　No4　雪臓で葡萄一と房御用喰ひ
　　　　　　　　　　ドオヅ　No5ぶつさらいおろと踊子胴突ザれ
　　　ヒグレ　　カコ　No6　日暮ザら園ばれへ來ろヨ入澄
　No7拾てられぬ伯母も全龍喰らび抜け
　No　8　ど・なアこだと中將姫は1まぽしがり
　NQ9畑草入奇妙頂來だと探がし
　　　　　　　　　　アカ　ヨ　No10　待つて居ろ座頭は指の垢を捻り
　No11好きな乳母本屋を呵り々々見ろ
　No12　行廻はりかん廻はり來ろ出乗7こ奴
　No13百人の中へ一と聲ほと、きす
　　　　　カラ　No14抜け殼のいくつザ出來ろ花の留守
　　　　　　　タノシ　　ヨ　No15　田樂は田で樂むの訓みあがり
　No16検校の妾ものごしのよい女
　　　　　　ナイプン　NG17　奈冥物は内分で濟む道具なリ
　　　　　　　アタマ　NQ　l8茶の會へ常の天窓は下手らしい
XIX34No2へ
XIX36No2へ
XIX7No6へ
XIX25N旦15へ
IX35No14へ
1×35No9へ
IX7No3へ
XVI42No17へ
XVI42No18へ
III22No3へ
IX10No7へ
工X20No12へ
IX4No16へ
　X4No12へ
　X4No13へ
　X37No6＾
　X37No3へ
IX42No3へ
泣意
I　VIとIX　との重複した句　VI6N・17と　IX2g　N・1
　　VI16N・18とIX2gN・2VI16N・7とIX30N・s
　VI17No　l　IX30No18　VI17No3　と　1琴33No　l　VI17
N・4とIX33N・3VI17N・6とIX33N・4VI17N・7
　とIX33N・5VI17N・8とIX33N・8VI17N・12と
136 寛政改革と柳樽の改版
　　IX33N・g　VI　l7N・14　と　IX33No　lo　VI17N・15と
　　1×33N・11VI17N曳）16とIX33N・12VI18N・2と
　　IX33N（》15　VI18No4　と　IX33N（》17　VI18No5　と
　　IX33N・18（註VIあざのある、IXあざのある、VI正〉
　　VI18N・6乏IX35N・g　VI18N・8とIX35N・5VI
　　18N・9とIX35N・6Vl16N・11とIX35N。10VI
　　l（3N・13とIX35N・11VI16N・14とIX35N・12VI
　　16N・15　と　工X35N（）13　VI16N・4　と　IX35X・15　VI
　　16N・5とIX35NQ16
　11　VIIIとIXとの重複した句　VIII21N・1　と　IX13
　　N・9V∬121N・2とIX13N・10V皿2真N・6とIX
　　13N（）12VIII26NQ6とIXl3N・13VI∬26N・7と
　　IX13N・14VIII26N・8　と　IX　lg　N・l　VIII26N・9　と
　　IXlgN・1Vlll26N・11とIXlgN・5Vlll26N・12
　　　と　IX19N・も　　’VIII26N・13　と　　IX　lg　N・7　VIII26
　　N・14とIIXlgN・8VIII31N・3とIXlgN・10
　九編に斯く多数重複句のある理由未詳
十編
　’削句　4NQ12向N）138N・49：N・413H・1215N・15
　　1（3N・1021N・1124N・330N・1　同N・337N・3
　　同No6計13句
　削丁　7…枚
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　　　　　　　トクシン　　No1　安す松魚得心づくで憎むなリ
　　　　　　　　　　　トコNo2 尼寺は男の意地届つぷす駈
　　No3　眞桑瓜一ツヨチ々々持つて來ろ
　　　　　スずNo4　夕冷になつて出やうとなまけ者
　　No5親分の理詰めヨシカをヌケに云ひ
　　No6　角兵衛纐子れれけて來方と仕舞なり
　　No7　貴められて下女留守の事有リッアこけ
　　No8　きっい野暮況坊らしく引つ張られ
　　：No9藪盤その癖にうるさく多言也
　　N・10花の雨下女色場げをむごe事
　　　　カナクギミヘヅ　　No11　鐵釘と蛆蛆と下女は取り交はし
　　　　　　フ竃　　　　　ノゾ　　：No12下女が文書くもんだ』なと覗℃・れろ
　　　　　　　　　　　チン　No13　ヶコロ見世地犬のやうな沖を抱き
　　No14茄子費ニツと三っづ』っザみ・
　　No15山門ヘエ、年かして上がろ・なリ
　　　　ゥツク　　ミ　コウチワラ　　No16　美しい巫子打藁のやうになリ
　　　　　プ　　　　 ウチ　　ツ　　No17　壼歩でも有る中忠、子捉ザまらず
　　　　　　　メグ　N・18二三ケ勝経廻つナことは見えぬ娠
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　　　　　チギリN・1前表は薄き紅秤にぷら下がリ
　　　　　　　　　ライN・2度々勅使鯨の儀に非す雷の事
No3　駿河ザら遽江まイ肩車
No4　御殿者來てくだんぜ秘忘にザね
XV71No8へ
XVl1No5へ
V17No9へ
V3No8へ
138 寛政改革と柳樽の改版
　　メヴビヅNo5飯櫃へ顔か突つ込む暑いこと
No6　四つ手駕月の都かさして駈け
No7祇王祇女田舎娘にお！りべされ
　　　　　　　ドウNo8　十四日きのうは胴で今・目は首
No9簸プこがつて掛取秘待つ好い工面
No10　俄雨駈けられろだけ駈けろなv，
No11　しばられて居ろが喧嘩に勝アこ奴
　　　ハシNり12太の端でないのが海のはた存行き
　　　モン　　　　　　　　　ナリNo13　一一文は取りそうも『ない姿で吹き
No雄　座敷牢大工か入れて締めて見る
　　　　　　　モトネNo15貞女ぶり今じや元直にし℃盟プこ），
No16　塀越しに有るに高輪越えて行き
　　チンドクキNo17　鵯糧を絶らすまいぞと呂后いび
No　lS　・皆げ口る9すろて’不如意『な謁の師
　V38No16へ
　V36No8へ
　V　SNo5へ
　V24No3へ
　V40No5へ
XI3N，）6へ
　V131No18へ
XI24No14へ
　V4！No7へ
XI33No3！～
XIII29No　3へ
　V16Nol5へ
XIII26N（》Uへ
XI32：No3へ
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　　　　　　ヨNo1　ぷつザけが好いと花娠いひザねろ
　　　　ク　　　　アマポシNo　2　雨戸操るアこびに，甘干牙B魔コこ．贈なり
No3　摺子木でこづくば安い法事噛なり
　　きン　　　　　　　 マンヂウNo4　金、駄々か云ふと満仲襟だぞよ
No5　無雑作なものは桶屋のぶんまはし
No6　とうどウン呑んで燈明銭を取り
No7月二つ出家堅固にま℃刈こし
　　　　　　　　　ミカドNo8　〃フツ々々々といふと帝は出架上がり
No9　寳船並木のなザな呼んで行く
No10　江戸者の生れ損ひ金を溜め
　　　　イツポ　　　　　サ　　　タシNo11　もう一一本欲しさうに挿す御用蓮i
　　　　コヨリ　　　　　　ヨNo12姉女郎紙捻尋笑ひ々々捻り
No13　一一と1礒入しても四條の笑ひ聲
　V22Nol2へ
XI2SNol3へ
　V38No18へ
XV49No21へ
　V39Nol1へ
　V23No10へ
XI141く09－、
XV42No20へ
：XI40Nol7へ
VII42：No2へ
Vm盟No16へ
VIII　l5No18へ
VIII15No　2へ
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　　No14花の留守五ツ牛打ち四ッか打ち
　　No15揚け詰めの座敷赤子の聲がすろ
　　No　i6俄雨富士存見當てに駈着ける
　　　　　ダ　No17　毒断てのやうに初會に喰は1ぬ也
　　　　　　　　サムラヒ　　No18吹飛ばしそうな侍一人り連れ
十二編
VII3SKollへ
VII40No1へ
Vm15No9へ
VII42Nり19へ
VII42No9へ
　削旬　6N・117N・88N・610N・622N・m　23N・3
　同N・1826N・1027N・」1同N・1532N・833N・⑳
　同No1840Nolo42NQ18計15旬
　削丁　飢、37　の二枚
021
　　No1嫡の着換へろ為覗くと縮むなり
　　No　2　不薩斤書で番豆頁えらv、ミニとかすろ
　　N・3　しろ物と見えて樺敷に目立っ也
　　　　ムゴ　　No4　惨ビ事羅綾の袖へ鈴か附け
　　No　5　あの入とそして誰だと下女が母　　　　　　XIII30No1ヘ
　　　　　　　カンザシ　　No6氣の知れぬ容髪差か抜｝・て寝ろ　　　　XIIll7No7ヘ
　　　　　　　アバタ　　No7天とう正直菊石が萱れ淺り　　　　　　XIII4No1δへ
　　No8　俗の氣が離れぬで後家目立つ也　　　　　　XIII2No8へ
　No9　懇箋習ひ饗めるとど／うザ手寺て行き
　　　　セトリモノカミ　　タチ　ナプ　　No10　猫身者曝さんi津に糊られろ　　　　　　　　　XIII22No6へ
　　　　　　　マチンNo11チンバ引き乍ら番水驚な買ひに來る
No12　そろ々々と後家を邪法へ勘込み
NO13慾に日がくれて牲丹餅喰て居ろ
Nけ1妥三味線を爪で揮いて、探さぜろ
N・15盃届眞ん中へ姻建して逃げ
　　　　　　　　　　トリサNQ賂　ヤリがぜっガんハリが出て取押へろ
XIII31No17へ
XII26No10へ
XII27No11へ
XII27No15へ
XII　7No　8へ
XII　8No6へ
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　　　　　ゲン　　　イNG17　木綿責京談をいふ要らぬこと
No18　可笑しさは夫嬬喧嘩か狛が吠え
XII6N）11へ
XII42No18へ
037
No1坂東の十三番熊四つ手抜け
　　カタキ　　　　　　　　　ツケネラN・2仇をばカラリコ・りと附狙ひ
　　　　　　　　ブlNo3　言ひ員，万、方ザら撲つて掛ガる電り
　　じハンNo4盤塞に升と親とが二つ三つ
：No5鐘磨迩がさηやうに押へ付け
　　　　　　　　　　　　ムNo6 1無の毒ざや、いどう滲1漬喰ふと坦因ぜ
　　カンガシフトコロNo　7　髪差な1裏中にして木戸を出ろ
　　シンスヰ』No8薪水の勢為助ける下女が色
　　　　キザシNo9　i其の兆候あつて羽織届持たぜナこリ
　　サイNo10　農日に御用キン々々もので出る
　　　　カシNo11　百の食それ覧えて℃・日待の夜
　　ハンエキNo12　奨於期が首はおさきに使ばれる
No13　田樂へ吸付けに褒ろ夕猿
No14御寺様これはひどいと湯屋でいひ
No15金持の聲色で聲女口設ザれろ
　　　　カンメモノ　　　　　　　　ノヤシタNo16　なぜ貰日物といつ象と端嫌にぢ
Nol7七月入日玄宗頭痛する
N・1S惚れアこ奴飯時分には蹄ろなり
V【工2土｝No15へ
VII22No16へ
VIII27No4へ
Vm30No16へ
VII26No11へ
III3DNo2へ
III30NQ1へ
VIII27No10＾
VIII27No12へ
VII25No17へ
IX16No8へ
VII29No2へ
VII33N乱）6へ
VII21No6へ
VII21No9へ
IX15No16へ
XII40Xo1へ
t注意XIとXIIと重複の句　：XI12NQ4とXII30N・5
　XI36N・4とXII26N・4
編?．?十
創句　2N・44N・15g　N・1413N・7同N・撚14N・17
　16N・517N・722N・626N・112SN・330N・131
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　：N・1734N・337N・638NQl441N・142N・5同
　No6同No10同No11同No12計22句
　削丁無
十四號
　創句　1N・153N・6同N・7同N・87N・5g　N・s21
　N・625N・731N・334N・735N・9計11句
　削丁24一枚
No1　生酵なヒヨツと押へて放されす
No2　迩げアこ跡禿は醇つて他愛なし
　　　　　　　　　トオトオ電No3　見えて居て行ザれぬ所遠江
No4　五つ緒の車はえ、が大喰ひ
　　　　　　アタマNo5　行く時は紅葉で天窓隠すなリ
　　　　　　　　ウツNo6物差を諏へ投げろは美くしい
　　サムラヒNo7　侍の遊び大小投げ出だし
No8　海山か越えて行くのにさして居ろ
No9吉原へ行くわと亭主遣つてのけ
No1（）下げにすろそうで相手も髪態結ひ
　　　　　ドコ：No11野暮な事何所へ御いでと土手で・・ひ
　　　　オレNo12　ド瞬ヤ俺も呑まうと乳母へたゑる也
　　　　　　　イヤNo13 貴穣とはモウ々々嫌と引ツ立てろ
　　　チヨホNo14　母猪牙を上がつて三つ四つふろけ
No15氣の知れた菊石か連れて出合茶屋
　　　　　マタNo16　源左衛門跨ぎ廻つアこ所領なリ
　　ハナ　　クントクNo17　離れ山見徳にすろ女族
　　　　　　　　　ダNo18　高倉は、御いとしなげに抱き込まれ
XV1工128No1へ
XVlil7No4へ
XVIII20No11へ
XVIII％No3へ
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XVIl1No15へ
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XマIIε9No10へ
XVII37No9へ
XVII41No9へ
XVII41No15へ
XVII42No16へ
XV亘116No　3へ
XVI34No8へ
XVI3No5へ
XVI　8No1へ
XIV31No3へ
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　N・9知・1もぜぬ讐者な呼込む卒中風
　　No10大黒の外か目掛けろ悪い奴
　　No11後家の質男物ザら置き初め
　　　　オシゲ　　ゾ　マ　ヌシ　　No12惜氣なく打ち明け主へ上げんしやう
　　No13芳町へ行く、二は和侮タチの儘
　　No14　清オく存殖斤れど痩志は1抜け’つなり
　　No15アツケナ’い夜秘傾城にすねられろ
　　No16　プリガレン知らぬに家中氣が付o■す
　　No17ビィドロは心遣ひの土産なり
　　No18　湯戻りの小信を亭主左り前
十九編
XXVIII13No6へ
XXVIII30No17へ
　XXINo7へ
　XX26No12へ
　XX18No13へ
　XX16No13へ
　XX2鉦N｛）14へ
XXVIIL，2No3へ
XXVIII34No5へ
XXVIII34No　6へ
削句　7N・625N・15ス3（31〉N・17ス4（32／N・1同N・
　11　，ス6（34・）No2　ス8（36）No2　ス10（38）No8　ス11（39〉
　No8同No13同Nol8　ス12（40）：NQ3同No4計
　13旬
削丁無
二十編
削句1N・77N・516N・1318No1322煎01426No13
　　32N・437N・1338N・5同N・10同N・16同N・17
　　39No3同No4計14旬
　削丁2一枚
　　No1程過ぎて氣付けの鏡を聞いて遣vl　　　　　XX　7No5へ
　　No2　帽イ針ほつ立て尻に成つて挿丸．　　　　　XXII49No5へ
　　No3番附の鍍聾御門で乳母催vjる　　　　　XXm31No14へ
　　N・4外科の箱4・f曾何だD甜冴）加｛vタ　　XXIII31N・13へ
ユ44： 寛政改革と柳樽の改版
　　Nり5いやな男も來ようなと淺黄いひ
　　N・6毎日耳に附・・ブこ跡餅を投げ
　　No7　馨まれさは久振にて人が濡れ
　　　　　　　　　　　　　　クヘ：No8 二度とはi連れぬと櫻へ下戸縛し
　　：No9流行り讐者駕へ手紙が二三通
　　Ko10　ッ〃ネンと花莚の上に三時座し
　　No11四季折々の戯れに母困リ
　　　　　　タエ　　No12　色香妙にして常の下駄に非す
　　　　　　　　　　　　　カコイ　　No13　火な一つ呉んないケチな圃女なリ
　　　　　　　　ハクジン　　No14　江戸の客自人骨か砕くなリ
　　　　　　　　　ヂク　　No15　村の諏今戸の土偶で雛祭
　　　　　　　ドラ　　No16　中秋は放蕩に實の入ろ時分なリ
　　　　　　　　ヤツ　　　マヤ　　No17野に暮らす奴等が眞間へ二三人
　　NoIS駕に乗る迄四郎兵衛が前に立ち
廿一編
XXIX33No7へ
XXII3No9へ
XXIX25No9へ
XXI2No17へ
XXIX13No15へ
XXIII24No5へ
XXI16No6へ
XXII3工No4へ
XXII3）No14へ
XXI21No13へ
XXI9No8へ
XXI14No18へ
　XX37No13へ
XXII9No17へ
削句2N・17gN・814N・1916N・621N・13ス3N・
　14同No15同No16同No17同No18ス4No3ス
　12No2同No3同No7同No14同No15計16句
削丁　22乙一枚　（廿二甲乙二枚ノ中乙削除）
No1三蒲團積もらぜて見て切れるなり
No2　芭蕉葉な寺で貰つて呵られろ
No　3　品川て’打つ7試柔…寺に℃・つアこドラ
　　　　　ドラNo4　藝者で放蕩を打つたのも百の内
　　アカNo5明ろんだ雲齋で出ろ安ス大屋
　　　　　　　　アタマNo6　窒日の矢取尻だの天窓だの
No7　大石の中に輕石一・つあり
No8下女鴨か何にすべいと饅で取り
XXV24No18へ
XXV24No17へ
XXV24No16へ
XXV24No13へ
XXV24No11へ
XXV24No9へ
XXV24No8へ
XXV24No5へ
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No9大日坊が生きてろと七兵衛
No10里の母悪ろ根性で暑氣見舞
No　l1　芝居かザづけて昔ば女鄭買
　　　　　　　ソビNo12 いろは茶屋俗な誘引くに骨が折れ
　　　　　　　　　　　ウNo13 モウ取つて下さろなよと母は請け
No14　まさザの時に質に置く鐙なり
No15沸え湯よqひどくしアこのは甲甕の國
　　　　ラせソ　　　　ハキキNo16　阿房宮羅切し7このが羽利な）｝
　　｝ホ　　　 マナコNo17通ヤ1者書は眼に血かそ、ぎ
　　　　ト　　　　　　　　　　ネNo18朝は疾うザらおひんナより褻な睨め
　XXV24No10へ
　lXX39No4へ
XXVIIIl1No11へ
XXVIIIl1No9へ
XXVIIIIINo5へ
XXVIII　ll　No　6へ
　XXV25No1へ
　XXV艶No2へ
　XXIINo3へ
　XXII18No5へ
　潅1意　XXIの重複の句　Xl12No7とXX　l　No17　XI12
　N・9とXX12N・2
廿二編
　削句　3N・9g　N・1718No3　同N・530乙N・孤　31N・
　433N・742N・5計8句
　削丁10一枚
　　　　　　　　　　ツクダ　　No1罪無くて配駈の月な佃見ろ　　　　XXVIII2No1ヘ
　　　　　　　　　　　　ワル　　No2口訊きそんじアこ女房は氣味悪し　　XXVIII2N’03へ
　　No3覆水盆に℃・へり内々で人れ　　　　　　XXVIII2No4ヘ
　　　　モノマテ　　　　　　　　　　ウチ　　No4物申の浅）きれて蹄ろづろ1”家　　　XXVIH29No15へ
　　No5　樽酒で有るのに内儀串す氣無し
　　No6　怠屈なもんだと堅》’川つザヘ・
　　　　　　　ゴンNo7　騒敷く助言の多い十三日
No　8　年玉ソ）ンク、1とヨウロヨロ蹄tO
No9　だアまつて針で突く眞似うまい奴
　　　ピソNo10具足櫃紙雛一つ紛れ込み
N・11餅来炬検校ムシヤリ々々々々喰ひ
XXVIIl1No8へ
XXIII42N嵐）3へ
XXIII42No　7へ
XXIII42No6へ
XXIII41N（》4へ
■46 寛政改革と柳樽の改版
　　No12　黒猫か短い玉の緒でつなぎ
　　　　ナヤクサ　　No13七草存アこ、く駈へ暮の人
　　　　オトナ　　No14　大人に乳をふろまつて乳母不首尾
　　　　　　　　ニホヒNo15 ウサンといふ匂女房嗅ぎ出し
　　No　l6　五十貫貸して編笠にもならす
　　　　　　アタマNo17　百人の天窓の上にしつけ℃・7こ
　　　　ムゴ　　　　　　　　カラスネ3　　N・18惨い事。甑子のそばに，烏猫
廿三編
XXIス12No2へ
XXIス12No3へ
XXIス12No7へ
XXIス12No4へ
XXIス12：No15へ
XX工V32No14へ
XXIV32No15へ
‘削旬23N・1824N・5（註以下12句は之を載財こ初版ある
　筈にして未だ入手せす、底本たる萬句合摺物に糠つて断定
　す）31No13　同No14　同No640Nol2　同No14　No
16同N・1841N・842N・4同N・6同N・7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　計14句
創丁　23一枚
　No，1　太鼓持珠敷で邦んで7こ㌧ザれる
　No2　白無垢か脱いて浴衣で床へ來ろ
　　　ホリオトシ　No3切落むザひは首か7こづねてろ
　No4　チンコロか帯廣解けで捨てに出ろ
　　　　　　　フサNo5 梅の木か後家は房々しく下げろ
　　　　　　ニゴリ　No6　コソ々々に濁を打つて禮に來ろ
　No7　歌ザろアこ下女股倉へ取溜めろ
　　　　　　　メクラNo8 メツカチは大事盲はむごくする
　　　　ンNo9　木：で作索か見て來生寺たか料らぜる
　　　　　　マジNo10輕石も一つ混つて義か立てろ
　　　ハワゲン　ーNo11　法眼の勧めで四本木か植える
　No12吉原はじゆ道が一つ鉄けて居ろ
XXV27No5へ
XXV29No8へ
XXVII16No7へ
XXVII16：No8へ
XXVII16No10へ
　140No2へ
　16No6へ
XI8No5へ
　123No1へ
　123No2へ
VIII33N曳）4へ
第四章柳樽の改版 ユ昏ワ
　　　　　ナガNo13借金は春永にして禮に來乃
No14　鼠にアことへ数の子で呵られろ
　　　　　　イNo15ふんどしも要：らぬと無理に貰はれろ
　　オンNo16　御斐束を請合つて息子來乃
　　ハヤリィロNo17流行色カツカチめいて．自、子着る
：No18　白無垢を若て隅ツこに隠れてろ
xvrl12No15へ
XXVI25No13へ
XXVI36No10へ
XXVI36No9へ
　　創放し
廿四編
　削句　8No1712No8032No14同No15同No1833No
　　3gx・8同N・9計8句
　削丁　27乙一枚
No1石町へ内裏か崩す賑やザさ
：No2　三會目金のi減ろ木を持て出ろ
　　　　　　　　　アキNo3　腹の減る藝に息子は飽が來ろ
　　ノチNo4　後の月すんでに牢撫破るとこ
No5　名は小さいが氣の廣e國家老
No6　猫も杓子も吉原の邪魔かする
No7運のよさ土手へ來るまで男なり
No8　傾城の箪笥何ぞザ有りは有））
　　カリNo9雁か射た其の矢で化鳥射て落し
No10　い㌧天氣績い☆あとで婆になり
No11　廻らねい奴と女房の櫛か借り
No12　白い刺し足袋なぞな穿き遣手出ろ
No13讐者と見へやう℃ーと和爾勧心也
No14　黒助の一肚詣りに慮、子出ろ
　　　　　　　　　　　ノNo15死にそう尋、ないて念沸講な退き
　　　　　ツNo16 惣銅壷拭・きも・けて呼ぷ窃松魚
NQ17　江口の太夫方慎をいつそ突き
XXIV32No18へ
XXIV33No9へ
XXIV33No8へ
XXIV亀N・17へ
XXIV39No2へ
XXIV39No1へ
XXIV12No9へ
XXVIII21No15へ
XXVIII21No9へ
XXIス　3』No15へ
XXIス　3No16へ
XXIス　3No17へ
XXIス　3No18へ
XXIス　4No3へ
148 寛政改革と柳樽の改版
　No18　あぢき有ろ世の中て鷺菱家面白セ・
涯意N・2は：XVIIB3N・B　N・6はXVII32N・11N・8
　はXVIII35N・13と重複
管五編
削削24N・5同N・8同N・9同N・10同N・11同N・13
　　同No16同No17同No1825No1同No227No3
　　29N・8計13句
　削丁　26＿枚
　　　　　タケNo1　丈四尺くらゐに積もろ秋の雪
No2　浦座の中で色丈か書いて居る
No3　御妾の勧めで銀のチロリ出來
No4　なんば・・にしろでは雪に歯が立たす
　　フ季カラN・5吹殼かあと℃ーら拾ふうら＼ザさ
　　　　　　　ホ才ヅキNo6笑ひi過ごして鬼灯を聖無くし
Nb7　二階口まで鬼灯が鳴つて來る
No8　ばがき吹き散ろ古市の三曾目
No9　車留肩勇をひろく婁あろき
No　lo揚捜で一度剃刀で阯づザしさ
Nol！　蒲團な三つあつ匁ザな奴が遣リ
　　ツリソメ　　　　ヒヤムギNoig　垂勺夜1と見え，冷・夢を℃■つぎ込み・
No】3　月の枕言葉勢苦でありいす
No1五粟餅もビ、や（嫌）いや二十九日
No15　四丁目もま才ごチラホラと匂オ、也
No16　切り遊び吾妻女耶に京男
No17　小豆は公卿大角豆勇者なり
No13　棒の手な見ぜて和爾は馳走ずろ
XIVgNoSへ
XIII42No10へ
XIII42No9へ
XIII42No14へ
XIII42No15へ
XXIII釦No12へ
XXIH40No14へ
XXIII40No16へ
XXlll40No18へ
XXIII37No4へ
XXIH37No6へ
XXH33No7へ
　XX39No3へ
　XX39No4へ
　XX38：No5へ
　X．X38NolOへ
　XX38No16へ
　XX38No17へ
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ユ50 寛政改革と柳樽の改版
　　No6　留守なよくし索のと嬰は編を抱琶
　　No　lO　野掛道人もキ“スの聲な出し
　　　　　　　　　　レツ　　No11　春道のつらさ上戸の連に下戸
　　No把　子ゆへのやみに行燈態書とぼし
　　　　　　　　　カムロ　コ　　No13　船な折り℃ーけて禿は艘ぎ出だし
　　No14　踏みつぶす火玉々・貰ふ野掛道
　　No15　ケチナ∫鮭こばだの皮乍飯に張り
　　No16　稽古場のやうに板前懸けて置き
　　No17　いそがしさ鮒に正月物か着ぜ　　　　　　XXIX20No14ヘ
　　　　　ツキ　　 ツキ　　No19　1来番と鐘撞の氣は十1文字
廿九編
創句13N・1520N・1425N・933：N・9計4句
　　其中33No17な除く外割られアこ本丈未詳、改挿の句次の如し
　　13No15流行），讐者駕へ手紙が二三通　　　　XX　2No9より
　　20No14　いそがしさ鮒に正月物か着せ　　　XXVIII24No17より
　　25No9饗まれさは久振にて人が濡れ　　　　XX　2No7より
削丁無
　合計
削句　330句　（原句未詳5を除き325句）
‘削丁　　20枚　（疑問xXVIII24を除き19枚）
第二節　柳樽の削句と改挿句
　　　　　　　　　　　ハジメ　凡例　（1）本節に於て旬の首に削とあるは、改革の際削除せら
　　　　　　　　　　　　　（2れセ初版の旬にして、改版の冊子には存在せざるもの．（2）改と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オワリあるは、削句の跡を填補する爲め改挿せら描ナZ句　（3）削句の尾
にある数字は、該句のあつπ初版の位置　（4）改挿句の尾にある
敷字は、該句の出所を示し　（5）共に羅馬敷字は編欠（第何編）、
アラゼア敷字は丁次（第何枚目）、No附は其丁に於ける第何句目
を意味す　（6）註には誤無きを保せす。
第一項　大名、御家騒動、留守居、役人、武士30句
　1大名冷評
　註、誌句の載れる柳樽五編の材料となり1こ萬句合登行の明和五（1763）年以前の
　刃傷では、板倉修理が細川越中守炬傷けアこのが延享四（1747）年八月十五日だ
　が、もう一つの＋五日事件未詳、3の句註比較
　　　　　　　　　　ナリ改　一女は取vRうもない…姿で吹き・　　　　　　　　XI17No13
　　註、虚無鱈
　註、十二月十三日一般に煤掃
　　改　姉聾とよもやは母の手抜けなv）　　　　　　　　　IV13No　4
　註、三月十五日海若塚大念佛執行、1の句態比較するに、元豫十四年三月松の
　　廊下に於けろ淺野醤吉頁の刃傷を、十五日と言傷へたことがあろのではない
　　ザを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　XI　l9No15
1　削月遠ひどれも抜いナこは十五日　　　　V41No7
2　創　明くる日は夜討も知らす煤を取り　　　VI5No1
3　’削　梅若の戻りに聞いね眉間i庇　　　　　VII40No1
4
5
改 揚け詰め¢）座敷赤子の聾がすろ
削　鷹の羽の家中死すとも穗は摘まず
　改　二人り目は女房の傘を貸して遣り
削泉岳寺籐口も無いにやかましい
　　　　　ナン　ドコ　　　コゾ　改　降つて束た何と何所ぞへ暴らうザ
VIII　ll　No　lo
　V14No16
VIII14No　lo
　V14No15
ユ52 寛政改革と柳樽の改版
6削　五萬石捨てれば五百石拾ひ　　　　　　IX　4No16
　註、五萬冶淺野内匠頭切腹を隔つろ八年の寳永七（1710）年九月十六日、弟大學
　　召出され五百石を賜はる
　　改　首人の中へ一一ト聲ほととぎす　　　　　　　　　IX　ll　No13
　　註、後徳大寺左大臣
7　削　忍物三昧の馳走が落度なり　　　　　IX　7No3
　　改捨てられノこ伯母も全艦喰らひ抜け　　　　IXl1N・7
　　註、信州者か大食といふに因り伯母捨の伯母もさうであつすこらうとの駄句
　　　　　ドコ8　創　抜き所が悪るいサカイと公家衆いひ　　IX15N・15
　　改　七月の入日玄宗頭痛すろ　　　　　　　　　　　　XII27No17
　　註、謡曲揚貴姫、』其：文月の七日の夜、君と℃’はぜし睦言の、比翼連理の言
　　　　　　　　　　サ、メコト　　　の葉も、℃れ々々になる私語1
9　創　四位の少將へ諸太夫疵を付け　　　　XI33No3
　　改　座敷牢大工を入れて締めて見ろ　　　　　　　　XI17No17
10削大名をなぷり額をちよつられる　　　XVIIN・2
　　　　　　　　　　ライ改度々勅使餓の儀に非す雷の事　　　　　　　XXI17No’2
　　註、管公の難、雷紳となつて禁裡大騒動、叡山の法性坊へ屡々迎への勅使
　　　立つ、謡曲雷電一名管相丞比較
11削　自無垢を着て隅ツこに隠れてる　　XXIII23N・2
　註、割丁の中に在り、削放し、
12削鷹の朋で掃き庭にする本望さ　　　XXVI36N・9
　　　ハヤリイロ　　改　流行色カソカチめいて、宙、子着ろ　　　　　　　XXIII23No17
　　註、カツカ乎めく、我れ勝ちに、大急：ぎに
13削　タクミとは家老の方に付けたい名　　VII26No11
　註、主人淺野に短慮、タグミ＝内匠の構は蓮謀な廻らしすこ家老大石に適當
　　改鏡磨逃）3さぬやうに押へ付け　　　　　　　　XII27No11
第四章　柳樽の改版 ユ53
14削　タクミとは家老の方に付けだい名　　VIII35N・18
　　　改　遷げ尻で飼馬喰はぜろ寺男　　　　　　　　　　　V37No　2
　　　註、遊行寺へ逃込んだ小栗の乗馬鬼鹿毛に草な飼ふ男ビグ々々もの？（西
　　　　原柳雨氏）
　　　　　　　　　　タクミ15削泉岳寺悪るい工もするところ　　　XXVI36N・10
　註、附近の品川へ廻ろ計叢を立てろ
　　以上十五司の中、1は幾分の疑有れど、他は蓋く淺野封吉頁一件、それを削
　　つ伽理由不可解なろのみならす、本節第三項5の改挿旬『十四日昨日は胴で
　　今日は首』及び次章第一節第一項に例示すろ如き、多敷の類句か其儘にしお
　　のは、頗る矛盾であるo
　　　改　ふんどしも要らぬと無理に貰はれろ　　　　　XXIII£3No15
　　　註、笠の方ザら作り取りの美女、裸でといへば娘は可笑しがり
16削　六十萬石傾城往生
　註、仙垂溌達家六十三萬石
　　　改　運の好さ土手へ來ろまで男な）〕　　　　　XXIV27乙No7
　　　註、女鄭男装して駈落、本節第三項17’旬毘較
　II御家騒動
　　　　　　　　　アグラ17　削　蛇責めを胡座で談す鏡磨　　　　　　　IV16No13
　註、君態試ぜんとしアこ大槻内藏之丞一味の老女淺尾に磐する蛇責の協刑を、自
　　分生國の出楽事（實は北雪金澤實記に存ろ俗傳）とて、鏡磨が得々とて談す
　　　改鳥籠の掃除麹屋ほどにする　　　　　　VI雛N・6
18削　武士で掛殖を云つたのは小十郎　XXVIII28N・15
　註、伊達騒動落着、片倉小十鄭が、月番老中稻葉美濃守ザら、伊達家の知行高
　　は何程ザと尋綬られたとき、少く云へば國替な命ぜられろ虞ありと考へ、本
　　來六十三萬石であるのか、凡そ五百萬石鯨と四百三十七萬石程掛直な云ひ、
　　因つて薔地の安泰なるを得む（伊達顯秘録の俗傳：）
　　　　モノモオ　　　改　物申のあきれて錨ろづるい家　　　　　　　　　XX10No4
ユ541 寛政改革と柳樽の改阪
　　　　　　　　　　　　　　テカケ19削　青網で行つたがみんな妾方　　　　　　VI8N・15
　註、罪科定まつアこ囚人か乗ぜろ籠には、上に青網炬掛けろ、因て綱乗物といふ
　　　改姑女もおんtなじやうに塗廻は1し　　　　　　　　VI24・No3
　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タクミ20削斯うレ・ラダだと伯父御の悪る工　XIII42N・15
　註、18伊淫騒動、原田甲斐o）原だと腹だとの秀句
　　　　　　　　　　　o　◎　　　o　o　　　　フキカラ　　　改　吹殼をあと℃’ら拾ふづら、ザさ　　　　　　　　XXV26No5
　　　註、此句初版XXV26No5には　うら、℃⊃（麗）さ、とあり野掛道の風
　　　憎であろが、改挿XIII24にに　うさいかき（有財餓鬼）吝薔家の嘲罵
　　　に憂つて居ろ
　　　　アイ　　　　　　　　　　　　　　　ツカ21’削藍で隈取つたが先きへ捉まれる　　XIII24Nolo
　註、芝居でする悪方の顔
　　　改　満座の中で色女か書いて居ろ　　　　　　　　XXV26No　2
　　　註、女鄭は人の見ろ前で李氣に客への手紙か認む
22註泣き組へ小便組がケチを附け　　　XXV29N・8
　註、小傾組、悪ろい妾はワザと1蔭’玉・便．かして病氣か装ひ暇な取ろ風があつアこザ
　　ら、妾方か小便組といび、憂き事の綾く奥檬方か泣き組といひなしナ＝句作
　　　　　　　　　　　　トコ　　　改　自無垢か脱いて浴衣で床へ來ろ　　　　　　XXIII23No2
　　　註、昔の吉原の女郎、八朔に白無垢を着る
　III　留守居　（第一章第二節第一項比較）
23　削　御紋より留守居の口はよくi廻はり　　VI4N・10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トガメ　註、越後高田の城主榊厘式部太輔、定紋源氏車、十代高尾か請出し、智を受け
　　ナことき、留守居役尾崎富右衛門、ザれは太守と乳兄弟なろρ）敏に因り不欄と
　　あつて救ひ遣はぜしまで、との申開き立ち、家の無事なろか得アこ
　　　　　　　　　　シ　　　改　大部屋の持佛は〆めて十貫目　　　　　　　　　　IV13No　8
　　　註、未詳
24創　轄びおれヤイと御留守居大ふざけ　　XII6No1一
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　　　　　　　　　　イ　　改1木綿費京談をv・ふ要：らぬ二と　　　　　　　　　　XII21NQ17
　　註、永綿、河内産名あり、京言葉似付ザばしらす
　IV役人
25削　役人の子は轟ギ々々をよく畳え　　　　16N・6
　註、幼にしては愛らしくニギ々セ、長じて1弍憎むべき蔽賄
　　　　　　　　　メクラ　　改　メツカチは大事盲はむごくする　　　　　　　xXIII雪3N・）8
　　註、信玄は勘介か℃’ばい盲人撫生埋にす
26創　さま存々に扇を使ふ奉行職　　　　　1豆30：No1
　　　カンザシフトコロ　　改　髪差か懐中にして木戸な出ろ　　　　　　　　　　XII37No　7
　　　　ス　リ　　註、掬漢の用心
27　1削　御地頭と公・事とは故事を知らぬ奴　　　XI　ll　No17
　認：、泣く子と地豆頁には、勝匁れぬといふf里諺を、大きく故事といひなす
　　改お妾の母は大きな願を揖け　　　　　　　　　　工V13No17
　V　武士　　（第一章第二節第二項第三項、
　　　　　　　　　　　　ヂカタ28削　御藏前漏れて通るは地方なり　　　　VI5No17
　　　ヂカタ　註、地方、所領から直接に隷来を取づて藏宿の手に掛けナよい侍は傘な借りろ家
　　が無い
　　改櫨柄かいふのが乳母の癖になり　　　　　　　　IV13No7
29削　人は武士なぜ藏宿にあてか才）筋　　　XIV25N・7
　　　　　　　　　　　　　　　の　註、旗元が藏宿に家政か左右されろの誹諺、版本、あてガされ、とさにも見え．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　o　　るが、予はあてがひ扶持などの、3）てがふ、に解す。
　　改　き・つい野暮泥坊らしく引ツ張られ　　　　　　　　 X　7No　8
30削　宅番は是はならぬともbを置き　　　VI27No13
　註、宅番、役人の非番、句意未詳
　　改　下駄炬見に要らぬ豆腐を買びに行寺　　　　　　　IV13No10・
　　註、仙墓公が豆腐屋へ與へすこ伽羅の下駄
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第二項　罪刑諸例 34句
　次項以下に述ぺる賭博も有夫姦も犯罪ではあるが、本項には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シオキ追剥、巾着切、人買などの諸犯罪と、本縄、常盤橋などの仕置
關係との削旬を一括する
　1諸犯罪
1『創追剥もなリナ乙け人は殺襯氣　　　IV39N・1
　　　改　若死と聞いて悔みに念な入れ　　　　　　　　　VI雛No　1
2　’削　キリ々レ々と脱げと追剥吸付ける　　　　VII15No6
　註、キリ々々は手早く、吸付けろは追劉の悠然と姻草な呑み始める
　　　改八百屋℃》ら萱ろとは俗の知らぬ事　　　　　V37NQ8
　　　註、信が窃に八百屋から魚類存買ふことは俗入は知らぬ
　　　　　　　　シバ3　♂削　松の木に縛られて居る金飛脚　　　　VII25N・17
　　　改　寮日に御用キン々々もので出ろ　　　　　　　　　　XII37No10
　　　　　　　　　　　　　キヤ　註・御用ば米屋酒屋などの御用聞、キン々々ものはテカ々々しナこ着物
　　　　　　　　　ア4　削　女房の股まで開ける猿轡　　　　　　　　X30：No1
　　　　　ムゴ　　　改さう酷く言はぬものだとにぢり寄り　　　　VIII29N・2
　　　　　　　　　ヌスピト　　　　　　　　ヒトリ　モノ5　削　スツパリと盗人に遭ふ濁身者　　　　　V24No3
　　　　　　キノウ　　ドか　　　改　十四日昨日は胴で今臼ば首　　　　　　　　　　XI17Nσ8
　　　註。元隷十五年十二月十三日、吉瓦家でば例年の通り煤掃で胴上げ存しアこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誘．シ　　　が翌十四日の夜には炭部屋で自無垢の義英が赤1こ染まつナこ首を撃げられ
　　　ナこ
　　　　　　　　　　ウ6　1削働きが二人り1來せだと木戸でいひ　　VIII23No1
　註、働きは夜働きなど㌧いふの薄略で、掬翼萬引などかいふ
　　　　　　　　　　　ツ改　どの幕へ行くと藝子を尾けて行き　　　　　　　　V14No1
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7
8
9
10
11
12
13
14
　註、幕は恐く花見幕
　　　　　　　　　　　イ　ロ　　　ヒ削　巾着を切ること情婦に秘し隠し　　　XI4G　Xo17
　　改　實船並木の中か呼んで行き　　　　　　　　　　XI19No　g
　註、並木は爾側に並んだ松飾の形容
　　　アンカウ削　餓鯨に巾着切が二三人　　　　　　　XII8N・6
註、鰻態、口を開いて芝居の看板』などか見て居ろ者ザ、叉ハ、懐中物で胸かふ
　くらまぜ敦田舎者など℃丹
　　　　　　　　　　　　　サ　　改ヤリが折櫨ハリが出て取り押へろ　　　　　XII21：No16
　註、ヤリは遣手、ハリはおにり郎ち女鄭屋の裁縫かすろ常雇の女、女郎の
　折櫨をイ中裁すろ
　　　　　　　　　　　　　アルキ　イツポ削　つ力壕へるそうだと歩丁一本きめ　　VII3N・16
　　　　　　　　　　　イツポ註、っザまへろは辻強盗？、一本きめは護勇用小刀か一本きめ込むこと
　　　　　　　　　　イヤ　改　梅若は旅陰間1こは厭といひ　　　　　　　　　　　V37NQ・6
　　　　　　　　　　　ハ　ナ削人買の葵）とから鼻汁をクツ垂らし　　VII16N・10
　改　まだ死にもぜぬのに泣いて呵られろ　　　　　　　V37No　4
創　八九人べい來まし犯と下女は泣き　　VIIBO　No16
註、多敷共同して犯す強姦の被害者
　　　ハン　改盤毫に升と親とが二つ三つ　　　　　　　　　　XII37N・4
　註、親は親芋の略
削　承知せ訟下女どこぞでは大一座　　XXIII12No4
　改餅来な楡校ムシヤリ々々々喰ひ　　　　　YXII10N・11
　　　　　　　　　　　　　　　　ヌキミ’削　1］説きやうこそあらうのに抜刀なり　XI14N・9
　改月二つ出家堅固にまつ噛）こし　　　　　　　　XI19No7
　註、信侶約束か守り女郎屋へ中秋り月と後の月との爾度出掛けろ
削　升改めを見て御用駈けて來る　　　　XIII4No15
　　　　　　　アぱタ　改天とうRl直菊石が費れ残り　　　　　　　XII£1No7
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　　　　　　　　　　　　　　トノ　シ15’削　唐丸に乗るべいはさと物師いひ　　　IXl6No8
　註、物師は悪計炬廻らし詐欺恐嘱などな働く者、唐丸は囚人な途ろに用ふろ籠
　　　　　　カシ　　　改　’百の貸それ畳えて℃・日待の夜　　　　　　　　　　XII37No11
　　　註、十月玉日徹夜して翌朝のBの出か辞すろか日待といふ、其夜手慰みに
　　　員けて借リアこ百三文のことかまだ書己レ憶し居ろ℃bといふ意味を濾駐留璃の1交句
　　　　ナヅラ　　　に擬へいふ
16　捌　説教の太夫庄屋の婁と逃げ　　　　　XIII26NQ　l1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブカタ　註、原本安永四未年前句附萬句合相印信六表には　庄屋か二歩騙り　とあリ
　　　　　　　キ　　　改　鵬毒を絶らすまいぞと呂后いひ　　　　　　　　XI17No14
　　　註．漢高縄妃呂后屡々功臣な殺す
　　　　ヘンシセじナンシ17　削　i攣生男子四郎兵衛にとつかまり　　　XII22N（・12
　註、女郎男装して逃亡しやうとし象と＝ろか吉原大門口の番人四鄭兵衛に捕へ
　　らろ
　　　改　御知行は末瀧ほどあろ瀞の末　　　　　　　　　　　VIII39No　4
　　　註、匂意未詳
　　　シオキ　II仕置關係
18削　廣袖を着て本縄がよぐ似合ひ　　　　XXI2No　i7
　　　　　　　ウシロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　註、本縄は爾手か後へ廻はし、胸℃略脊へ掛けて癌甲形巳縛はろ、最も嚴重な
　　トリナハ　　捕縄
　　　　　　　　　　　　　クヤ　　　改　二度とは連れぬと櫻へ下戸縛し　　　　　　　　XX　2No8
　　　　　　クヤ　　　　　　　　　　　クタ　　　註、下戸縛しば下戸が上戸態縛しの省丈
　　　　　　　　　　ウヴ19削大騒ぎ見附の渦をひつこわし　　　XXIV8No17
　　　ウヅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　註、渦ば見附の番班で犯人捕縛の用意に巻いて出してあろ捕”縄
　　　　ノチ　　　改後の月すんでに牢か破るとこ　　　　 XXIV27乙No4
　　　　　　　ドラ　　　註、中秋の放蕩で座敷牢に入れられお息子・九月の十三夜に抜け毘しそう
　　　にした
20　削　飢嬰の男フ）駈ける常盤橋　　　　　　XII33No8
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　詑、今の警察署と検事局と裁朔所とか兼ねナこやうな江戸時代の町奉行所は、敷
　　寄屋橋内、常盤橋内、鍛冶矯内、の三個所あって三奉行折と繕へられて居7こ
　　が、鍛冶橋内のは享保四（葺19）年に徹膜ぜられ、敷寄屋橋内のか南の番駈、
　　常盤橋内のか北の番研と稔へて居ナこ、其北の番勝は女化三（1808）年の火災後
　　は呉服橋内へ移されナこのであるが、寳暦天明間の句に常盤橋とあろは郎ち北
　　の番駈か指していふ。飢髪の男の駈けるのは喧嘩の相手℃唆れ共暴力の被害
　　　　　　　　　　　テイ　　者などの駈込み訴訟の艦
　　　改　いさぎよく療治を頼む向ふ疵　　　　　　　　VIII39No8
　　　　ウデ21　湖　腕の無い男の通る常盤橋　　　　　　XIII22No6
　　　　　　　　　　　ノヤ　註、腕の無》・は、手錠妬嵌めて束ねられアこ爾手な懐にして居ろこと、常盤橋か
　　通ろのはこれ℃協預けれろの℃■罪定まつて牢へ遙られろのであらう、次に墨
　　げろ四句は皆手錠の上、町預け、家主預けなどになつ7こ者を櫓して言ふ
　　　　　ヒ1・リモノカミ　　タチ　ナブ　　　改　琢蜀身者1鼻さん§垂に駁男らぜ’しろ　　　　　　　　　　　　　XII∫1No10
　　　　　　　　カヤ22　’削　雪隠で曝ア殿やと手錠呼び　　　　XVIII25N・3
　　　　　　　　　　　　　クラ　　　改　五つ緒の車はエ・が大喰ひ　　　　　　　　　　XIV毘N）4
　　　註、義仲は牛車に乗ろやうになつても、信濃者である℃協大食O川柳では
　　　　来香男などザら布延1、て信州出均者な大食家として居ろ〇五緒車は、簾
　　　　ヘリ　アミメ　　　　の縁と編目の糸か覆ふ革との間に風革を二筋垂れアこ車
23　’削　雪隠でモウよしといメ、手錠人　　　　V且12N・7
　　　改　飛鳥山バタラ三味線百で借、）　　　　　　　　　V14No7
24削　爾の手を出して大屋へ禮じ來る　　　1V10N・7
　　　改　京女立つて垂れろが少し疵　　　　　　　　　　　VI24No　5
　　　　　　　　　　　　　　　タナ25削　爾の手が自由になると店を追ひ　　　VI40N・1
　　　　　　　タナダテ　　カシヤ　註、店な追ひは店立即ち貸屋℃’ら追出すこと
　　　　　　　　シヨケ　　　改　盆持つた駈化桑物へ走り着き　　　　　　　　　　VI鍛No13
26　省項　五・十ぞう江戸をr喰らつナこ奴と逃げ　　　XI王32N・8
　註、五十ぞうは値五＋丈の私娼、江戸か喰らつナこ奴は江戸沸の刑態受けアこ悪ろ
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　　者、恰度似つ℃魯はしい駈落
　　　　　　　　　　　アテコス　　改　死ぬ者が損とは後家へ當擦））　　　　　　　　VIII39No9
　　　　イレスミ　　　　　　スケン127削　入墨の有るが素見へ紛れ込み　　　　XVI3：N・5
　註、入墨は窃盗の前科者等に科する附加刑、本刑は大低江戸ならば江戸沸（追
　　　　　　　　　　　　　　　マジ　放）、それがコツソリ素見即ち冷ザし客の中へ交つて居る
　　　改源左衛門跨き廻つ伽所領なり　　　　　　　　　XIV24：No　IG
　　註、謡曲鉢本』いで其時の鉢の木ば、梅松櫻にてありしよな、其返報に、加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　賀に梅田、越刺こ櫻沖．上野に松井田、合ぜて三箇の庄、子々孫々に至
　　　の　　　　　　　ゆ　の　　　　　　　の　の
　　　おまで、相違あらざろ自筆の状』
　　　　　　　　　オンミツ28削源左衛門よい慮密に宿を貸し　　XXIII37No4
　　　改揚枝で～度剃刀で恥℃》しき　　　　　　　　　XXV26No10
　　　註、初鐵漿と元服、歯は黒く眉の跡は青く鍵はる
　　　　ト29削　泊めないと所沸に常世なる　　　　　XX22N・14
　　　　　　　　　　　　タ註、所沸は現住所放逐の刑、鉢木か燃》’？こザら三ケの庄を領しれが、泊めねけ
　　れば其住肌にも居られなかつおであらう、すこだ所彿といふ刑名があろだけで，
　　不當に削つた句
　　　改　アツケな》・夜か傾城lJれられる　　　　　　XVIII27NQ15
30削　太鼓持大屋御帳に付くところ　　　　：XII26No　lo
　註，江戸携になつアこ者が化けアこ耕間と知らすして家か貸した大屋、危うく其筋
　　の記録に書留められやうとしお
　　　改　そろ々々と後家を邪法へ勧め込み　　　　　　　XII211No12
31削　吉原に居たよと談す御腰掛　　　　　　V22N・12
　註、番所の控所で、江戸梯になつすこ誰それが吉原に太鼓持になつて、叉は素見
　　　　　　　ヤツコ　　に混つて、若くは以にされて居お、と談す？
　　　　　　　　ヨ　　改　．ぷつつ・けo｛好セ、と花嫁》、こノヘ℃ーねろ　　　　　　　　　XI19No　1
　　　註、　．ぷつ℃、けは食濫貧屯
32削　俗物が寄つて息子を牢へ入れ　　　XXIII37No6
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　　改　蒲團か三つあつアこ℃’な奴がi畳v，　　　　　　　　XXV繋6No11
　　　　　　ツミ　　註、吉原の積夜具、あつノこ℃》は懐中の豊と情愛の濃厚
33削　座敷牢洒落本を貸し呵られる　　　XXV24N・5
　　改　下女鴨なあん（何）にすべ》・と銭で取v）　　　XXI22乙No　8
　　　　ツケ餐主、絃付で當つアこ鴨、下女は不用（例、お曝さんおめへだと鴨下げて來ろ）
34　’削　牢見舞巻煎餅や寒露梅　　　　　　　XIII28No3
　註、牢屋の附近に斯ろ物か鴛ぐ家があつたザ、それとも座敷牢の見舞っ■、未詳
　　揃三句叉は其初二句、座敷牢は私刑なれど便宜此所に加ふ、且つ之を割除し
　　穴のは、☆だ牢の字があろ爲であらう
　　　　　　　　モトネ　　改　貞女ぶり今・じや元f直にしザねれり　　　　　　　　XI17No15
　　註、操か破らぬといつ瘡懸値か、今更引くことが出來ぬ
　　　　　第三項　賭博　　　　　　　61句
　　サィ　1釆博変
　賭博の方法中釆を用ひるのが最も多く削句の上に現はれて居
るから、重なる用語を解し置いて、一々の説明に代へる、第一
章第三節比較。
　圷、埣皿　柳樽には坪の字を當て、居るが、壷の字が適當で
　　　　　　ザル　　ナマある、壷椀、壷般・誰つて壷皿、略して壷とも云ふ、本式の壷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロ償は藤を編～で椀の形に造り、揚げ底にして釆ゲよく轄がるや
　　　　　　　　　　　　ナ　　サイうにしてある、釆博変には、投げ釆といふ、手を以て振る方法
の外は、壷は是非無くてなら臓雅具である、本式の策の無い場
合には、椀叉は茶椀などを代用することも少くない。
　伏せる　前述の壷皿へ釆を入れ、壷振りがそれを自分の前へ
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伏せることを指して云ふ、本式の丁孚などでは、專門の壷振リ
　　　　ナカボンがあ帆中盆の欝ある者が、振れ！と命令すれば振つて伏せ、
勝負！と叫べ1ま其壷を＝サツとβ目セナる。3叉ノ・壷ツ！
　ヨボシゴヂ
　盆屋　重に丁竿のときに用ゆ、場所と賭者の敷とに慮じず幡
　　　　　　　　　　　　ゴザ　　ムシロ　　　　　　　　　　　　タテニ尺、長さ二間位の自布ヌ，は塵、薦などの中央に、縦の一線を
劃して、一方を丁の場、他方を宇の場と定め、親分が出張れぱ
丁場の中央に、其向ふ側に中盆、中盆の左側に壷振りが座を占
めるのが通例である。
　胴取　現今で云ふ胴親のことらしく思はれる、胴親と云ふの
鉱、樗蒲一、チ・｛ッパ、天塞などに於ける、主謄者とも観るべき
　　　　　　　　　　　　　　　　ハリコ者で、若干の胴前即ち賭金を醸出し、張子即ち賭客と其者とが
勝負を雫ふのである。
　　　　　　　　　　　ガク　　　タユ　削　坪皿へ紙とは蝕程學が長け　　　　　　14（l　No2
　、註、旅代用の椀り茶椀η■に紙存貼つて音の立すこぬやうにするは其道の進歩
　　　改　輕石も一・つ混つて義か立てる　　　　　　　　　XXIII23No10
　　註、大石と共に義士の敷に入つアこ足輕寺岡
2　削　埣皿へ紙を貼るのは人が好し　　　　V38No16
　㌧註、紙秘貼らす音の高いのか構はねのは横着
　　　改　飯櫃へ頴か突つ込む暑いこと　　　　　　　　　XI17No5
　　　　　ニホヒ　　　註、飯の匂存試みろ
　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　シチソカヒ畠　削　坪皿の開くを見て行く質使　　　　　III13No8
　　　　　　トヤノ　註、質屋へ金か調へに行く使の者、勝員如阿と一度開くのか見ろ
　　　改　アラの出ろ長口上は鐘の銘　　　　　　　　　VIII39No17
　　　　　　　脅　　　註、方廣寺の鐘國家安康の銘か究咀にあらすとの辮明、却つて開戦の口實
　　　　　　　　o　　　o
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　　　　態與ふ
4　削　御殿山三昧の隣は伏せる暑
　　　　　　　　　　　　　　　マケ　　　改　どうしても泊つて來れが亭主員
げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シモベリ　削　花に坪皿とはサスが下部なリ
　　　　タケ　　　改　丈四尺くらゐに積もる秋の雪
　　　註、昔吉原の傾城入朔に白無垢な着ろ
6　創　押つ伏せる坪へ静心無く散る櫻
　　　改　立つて居て座頭の濡れる俄雨
　　　　いヲ　　マヂ7　削　酉の市船でも伏せて行ぐところ
　　　改　先づ盤り足を捻ぢ込む下手將棊
　　　　　ゴザ　　コガラシ　　　　　トリ　　やチ8　創　盆藍へ木枯のする酉の市
VI17No2
V37No18
XIV　9No8
XXV2G　No　1
XIXl74，No　l
　　V14No12
　1V26No16
　1V13No12
IX20No13
　註、花の山でも、酉の市でも、まプこ酉の市へ行く迄の船の中でも急賭博の公行
　　ゼられアこ状呪目に見ろ如し、呪や屋内に於ておや。
　　　　　　マノヤ　　　改行き廻リゴん廻り來る出來瘡姐　　　　　　　　IX　ll　No　l2
9　削　およつたぞサア埣にしやうル々々々XXIII31N・13
　註、旦那ジ御寝なつア㍉サァ始めやう
　　　改　外科の箱小鱈何だザ甜めプこがり　　　　　　　　XX　2No4
　　　註、膏藥ゲ飴などに紛らばしい
10削　よく知／）て來たなと坪を押つ伏せる　XI　S　No5
　　　　　　ン　改　木で作アこか見て來生きアこか料らぜろ　　　　　XXIII23No9
　　　註、向島弘編寺の魚盤秘見アこ蹄りがけに葛西太鄭で鯉の洗びな賞琉すろ
　　　　　　　ユカ11削　素人埣床もぶち抜く程に伏せ　　　：XXII18N・3
　　　　　　　　マナコ　　　改i通り者書は眼に血をそ＼ぎ　　　　　XXI22乙No17
　　　註、通り者とば通人粋人の意ねれどむしろ夜か更ガす遊び人、博徒の意か
　　　　含む、割ろ桑ザリし句の中であろ
12　削　ヤンワリと伏せろ大屋フ）芦が朋いた　　XII40No1G
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　　改　惚れれ奴飯蒔分には蹄ろなり　　　　　　　　　XII37No　IS
13削　インノコ々々々々ンツと伏せなさいなXXII3No8
　註、前の句は町役人1ころ大屋への氣兼、この句は折角穫℃・けアこ子供が目か畳ま
　　すの厄介、インノコは犬の子の誰、子か寝ザすにいふ
　　改毎日耳に着｝味あしと解搬げ　　　　　XX2N・9
　　註、地形の時は日々音頭が聞えナこが、ハヤ建前の餅まき
14削　盆産へ這はせる小信百文になり　　　VI35No2
　註、邪魔になろザら百女遣つて小信な他所へ連れて行ザゼる
　　　　　　　ソパ　　改　大名は小判の側によく寝入り　　　　　　　　　VI24No17
　　　　　　　　　ヒ　フ　　　　　　　 ニク15制　それ々々の道具李椀では伏せ難い　　　X15N・15
　　　　　ドコ　　改　盃が何庭らへ來ナこと料理入　　　　　　　　　VIII39No14
　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ギモノ　　註、盃の順を正す程の生眞面目な會席、進行の模様か聞いて出物の支度態
　　　すろ
16　ノ削　四割でも坪は怖いと女房いひ　　　　　XI10N・2
　　改1女房の謁よつぼどひどく酵ひ　　　　　　　　　　　　IV13No　lS
　　　コノヤ17削　怖そうに四割を伏せる松の内　　　　IX23N・13
　註、胴取が十なら張子は四で濟む・張子に割の好い釆博変、それでも釆は勝員
　　が荒い
　　　　　　カキダシ　　改　玉尺程あろ書出へ五百』遣v）　　　　　　　　　　V37No1
　　註、澤山な買懸に野すろ少額の内入金の意味ザ？
　　　ハチプ18　削　八分だぞ根こそぎ張れと揉んで入れ　　VI37N・15
　　ハチブ　註、入分も勝姦の割合をいふので浅）らう？
　　改　どのうらへ行つでも持てぬ淺黄裏　　　　　　　VI鍛No10
　　　　　　　　　　　サムラヒ　　註、淺黄裏ば野暮で武骨な田含侍
19削鼻ツ張これべい請けセなど、云ひ　　VII8No3
　註、鼻つ張とは丁・孚博癸にて、最初まだ其日の調子の分らぬ中に、構はす冒瞼
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　をやろこと、請け六は勝つて牧入のあつ伽意味
　　改　五十・ぞう留守のやうねは客があり　　　　　　　　　V27No10
　　註、値五十女の私娼、元來騒がしいのが静なのは豆絞の尊來
20削押つ伏せてバカで背中を掻いて居る　XI34N・艮
　註、バカの欝未詳、倶し
　　　　　　　　キザ　　○バカの持ち様o｛氣障プごと買Oナアこ奴
　　　O悪ろい癖バカで脊中かほぜりやろな
　　　Oザラ金蔓の中℃ーらバカo｛二二本出ろ
　　　　　　　　　　シン　　O待っれv，とバカと姻管で心か切），　　　　　　　　　VI39No13
　　　0蕎蓼の膳℃’つぎはバカ秘見付け出し　　一　　　XV15No　l3
　　　0廻リチヨ沢バカな探がすにザ、つて居
　　　Oどうれいと云ひ々々留のバカ為抜き
　　　O采かつまみ込むは春斗りの坪
　　などの類旬ザら襯れば、箸ほどの物で采な坪に入れろのに用ひろ器具ザ？
　　改木の端でテ“・のが海¢）端な行き　　　　　　　　XI17No12
　　註、木の端のやうに云はれる中での浮℃’れ上人が芝山内など｝γら晶川の女
　　　菩薩へ参籠すろ。
　　　ヨトオ21　割　夜盗ども見ろと爾手でザラを寄せ　　　V16NQI5
　　　　　　　　　　　　00　　ヨトオ　註、夜盗は博友を呼ぶ親しみの雑言、ザラは賭けてあづこザラ鍍、勝つアことき
　　の口吻、炉レタでなく丁孚なろべし
　　改　塀越しにあろに高輪越えて行き　　　　　　　　XI17No16
　　註、芝山内の信叉は薩摩の侍など手近の土妓か差置き品川へ遠征
22　’前　ミミツチク張f》やれとセナア；埣を伏セXV弼N・1
　註、ミミッチ〃は1シ〆ツカリ℃■未詳、セナアは村方の若者、ラテン語のSena、に
　縁あらん？
　　　ノヤチ　　改　離れ山見徳にすろ女放l　　　　　　　　　　　　　XIV24No　I7
　　註・離れ山、鎌倉街道にあ、）、見態は前表・江の島鎌倉の見物は工しとし
　　　て、不線義力離れ山といふがあつアこ爲め、途に夫存振り切）1松が岡の尼
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　　　寺へ行くやうねことo骸）ろ
23削　ひだるがる馬に博変を見せて置き
　　改借金ば春永にして禮に來る
24　削　坪皿を持つて駈け出す放れ馬
　　　　　　　　ダレ　　改　あの人とそして誰だと下女が母
　　　　グニ25削五二べたの釆を東海道へ投げ
XVII12No三5
XXIII23No13
XIII30Noコ
　XII2／No　5
KIII　38　No14
　註、五十三次の意か寓すれど、道中双六でなく街道の野天博変炬）’ふものと思
　　はろ
　　　　　　　　　　　トコ改　尻寺は男の意地かつぷす研　　　　　　　　　　X　7No2
　　　　　　　　　　グニ　　　　　ホオ26削　四ツほんだよと五二べたを投り出しXIV3N・6
　　　　スず　　　　　　　　　ナマケモノ　　改夕冷になつて出ようと怠惰者　　　　　　　X7No4
　　　　　　　　　　　　　　ブ27　削　きつい目が出たと口から一歩出し　　　V　3N・8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ註、出れ目に因つて蚕けたのば胴視ザ張子η’は明瞭でないが、其頃一歩金など
　　かチョツとロヘ入れて蜷つて居ろことがあつプこ
　　改　御殿者來てくだんぜか忘れザね　　　　　　　　　XI17No　4
　　註、語勢にて男が下り役者などであろこと炬表はす
28削　盤上は坪に押される無盤茶屋　　　　　X　g　N・4
　　　　ウヂ　　改腕へ巻附けて物干借v〕に來ろ　　　　　　　　VIII39Nd1
　　　　　　タ29創 本闘は誰が取つたなと坪を伏せ　　　VII姐N・i2
　註、前の句も庇句も無墨茶屋で勝員事か始め7こことを意味し・盤上即ち碁盤や
　　將棊盤の1方は、とても采博変ほどはづまぬ、本闘は花閲にi封していふ生要噌な
　　當籔のこと
　　　　トクダテ　　改　毒断のやうに初會は喰はぬ敵り　　　　　　　　　　X∫19NQ17
　　　ゼニ30削銭ツき壱）打てと親分意見なり　　XIII16No5
　　　ウソク　　 ミ　コウチワラ　　改　美しい巫女打藁のやうになり　　　　　　　　　　X　7No16
　　註、よく流行つて鷹々舞ひひどく疲勢する
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31創　チヤウノ・ンの銘に日ぐ日々負け　　　xX18No13
　　レ註、湯の盤と丁牛の秀句、日々新に．買ける
　　　改芳町へ行くのば和爾タチのま㌧　　　　　XVIII27No13
　　　註、芳町陰間茶屋あり、タチのま㌧は着のみ着のま＼の謂、遊女町へ行く
　　　　　　　　　　　ナリ　　　　には衣を換へ讐者の姿解すろのであろが、男色は法禁でなザつすこ
32削　子守をぱ遁がすなエ・とチヨウハンパXXV27No3
　　　フト　フトコロ　註・阿斗か懐にけこ趙…勲浪坂疲に追ひ詰め閃文聰の口吻、劉督守を追沼、
　　丁牛場の悪戯
　　　改　太鼓持珠数で拝んでお㌧℃’れる　　　　　　　　XXIH23No　1
　　　註、葬濃の蹄途吉原へ廻はつ九客の特つて居る…珠数を以て常間がふざけて
　　　　撲アこれる
　　　　ヤケヨシ33　創　厄年の胴取四の二でつぷれ　　　　XXlll41No8
　註、出アこ目が悪い四と二、自分の年が四十二
　　　改　年…董．ソツグリとヨウロヨロ皇藩り　　　　　　　 XXII10No　8
34　削　これがウノレサイと胴取奉加帳　　　　VII4N・7
　註．胴親の駈へは駅々の寄進其他の蝸金か貰ひに來ろ者が多い
　　　　　アトオサェ　　　改後押通ろと杵態振上げる　　　　　　　　Vl1No3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツキ　　　註、大名通行の際後の供の通v）切ろまで、来番が杵か休めて遠慮して居ろ
35　’飼　今川も酒の次には坪のこと　　　　　　X37No6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト註、了俊ザ弟仲秋に與ヘアこ一つ書廿三項り訓戒にも酒に次いては賭博が禁めて
　　ある
　　　改　檎校の妾ものごしのよい女　　　　　　　　　　IX　ll　No1δ
　　　　　　　　　　モンツケ　虹　カノレタ、富籔、紋付
　　　　　　　　　　　　　　　アガリ36♂削　勘當の巾にカノソタが大進歩　　　　VIII　24：N・18
　　　　キン　　　改　金ぴらの夢か見て居る枕蚊帳　　　　　　　　　　　V14No　4
　　　　　　　　　キンピラ　　　註、坂田公時の子金牛の武勇講i糟入小供陶のものいろ々々あつた
　　　　　　　　　　　　　　　ピン37削お前いつ氣が直つ7zと一を打ち　Vm18N・8
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　　　　　　　　　　　　　　ピン註、i氣が直つ象は員けて氣が狂つおこと存暗示す、一か打つにカルタのヨミの
　仕方
　　改　ちつとべいイモはあろがと村f中人　　　　　　　　V37No5
　　註、イモは芋と痘痕との秀句
　　　　　　　　アオニ38削婆ア様は繹迦と青二をならべる氣　　　X4No13
　註、第一章第：三節第二項甲を見孟
　　　　　　　　ヨミ　改 田樂は田で樂むの訓があり　　　　　　　　　　　IX　ll　No　1
　　　シヤカジウ39削　繹迦十が出たで煤掃下卑るなり　　XVlll28N・1
　註、第一一章第三節箔二項甲な見よ
　　改　生酵かヒ遡ツと押へて放されす　　　　　　　　　XIV42No　1
40創　富札の引裂いてある首く、り　　　　VII22N・
　　改坂東の十三番な四ツ手駈け　　　　　　　　　XII27No10
　　註、淺草寺を道り越し吉原へ向ふ
　　　　ツケ41削　紋付をみんな付けたで取りは取り　　XVl17N・
　　改藪讐その癖にうろさく多辮なり　　　　　　　　　X　7No9
　111　難　（柳樽の順）
　　　　　　　　　サ42削　千垢離を拾つては悼す船博変　　　　　V17N・9
　　改　駿河から遠江まで肩車　　　　　　　　　　　　XI17No3
　　　ハクエキ43削　博変のことは聰明叡智なり　　　　　　V31N・16
　　改　甲州は針や按璽に事か欠き　　　　　　　　　　V32No18
　　　　　　　　　　メクラ　註、敵の間者’なりとて信立蓋く盲な殺す
44削　負けπ奴百を手玉に取つて居る　　　　VI3No2
　　改　まだ℃球と苦勢に思ふ里の母　　　　　　　　　IV13No3
　　註、勇重になろのが遅v’
45鰯　根津の妓夫ツトメを土場へ取りに來る　VI3N・16
　註、ツトメは揚代金、土場は賭場の當て字
　　改，子煩偶小列持允《て困るなv）　　　　　　　　　　　IV13No　5
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46創　お預り申して置くと勝つπ奴　　　　VI6No　IG
　　　　　　　　　　　アヅサユく　　改　いつはりかいふザも知れぬ梓　弓　　　　　　　　　VI42No　7
　　　アヅサミコ　　　　　　　アテ　　註’捧巫女のいふことは當にならぬ
　　　　　　　　　トコ47　創　勝つ泥時仕舞ふ所だと愚痴をいひ　　　VI16No17
　性意、戯句V1℃’ら削られIX29No1にに淺ろ
　　　　　　　　　　ヤド改　思び切ろi姿の出來ろ雨舎リ
　　　　　　　　　　アシタ48削　勝つたなら仕舞へ朋日は遠くだぞ　　　VI25N・12
　註、道中人足などに向って親方がいふ
　　改　措つ程の物に字か書く抜け参り　　　　　　　　VI24No13
　　　　カチ49創　お勝ならもつと上がれと夜薔褻いひ　VII8恥蔓
　　　アシタ　　改　明日でも弟遇つてくれろと飛車o｛成），　　　　　　　　V37No11
　　　　　　　　　　　　　　マケ50創　こリヤ見なとは7ごけて見せる負た下女VII10N・16
　　改　入れ髪かして晶川かヤタラ碁め　　　　　　　　　V　l4No8
　　　　　　　ザンギリ　　註、吉原の私刑で散切にされ義髪で晶川へ通ふ
51　創　勝つた日は意見いはのが女なむ
　　改　田樂へ吸付けに來ろ夕猿
52創惚高の勘定をする負けた奴
　　改　花の留守五ツ牛打ち四ソを打ち
53削　お妾の親取ると負け々々々々々・
　　　クニザカヒ　　改　國境美濃の方では油蹴ぜす
　　註、近江混坊といふ俗諺に基いアこ悪洒落
　　　　　　　カラダ54削　いろ々々に髄の憂はる博変打
　　改　日暮ザら園はれへ來ろヨ入道
　　註、園はれむ外妾、ヨ入道は略置の大入道
55削　見え透いたやうな五だよと手を籏げ
　註、釆にでもメ〃りにでも通する意味に聞える
　　改抜の穀のいくつザ出來ろ花の留守
VII　29　No　2
VII37No13
VII　38　No　ll
XI19No14、
VIIll4Nol3
　V14No17
IX35Nα
IXl1No6
X4No12
IX　ll　No　14
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　　　　い…　　　　　　　　　ヤ56　制　難はものかはと止めない負けた奴
　　　　　ク　　　　　アマボシ　　改　雨戸操ろアこびに甘干邪魔に嫁り
57削誰かもう水を汲むはと勝つだ奴
　　改　兄弟の中へ鰻ろガら中納言
　　　　　　　　　　　　サシ　　 ヨ58削勝つπ奴紙と藁との絡を振り
　　改茄子費ニツと三ツづつ擢ガみ
　　　　　　　　　　アワレ59　削　百負けてこ＞に哀を下女といめ
　　　　　　　　チギリ　　改　前表ば薄き証秤にぶら下がリ
　　　　チギリ　　　　　　　　　　　　　　　　ハカリチギ
　XI21No12
　XI19NQ雪
XIこ　33　No　lo
VIII　39　No　70
XIII34No3
　×　7No14
XV71N・8
　XI17No1
　　註、i江衿は一貫翼か盛り出しとすろ大絆、i契）〕の音便で高尾勇請の折、瞭
　　　の重さ程の黄金に代ヘアこそれが瀞い縁の前兆
　　　　　　　　　　ヅ60削道問へぱ’博変に尾いて行かつしやいXVlh2〔）』No11
　　　　　　　　　　　トオトオミ　　改　見えて居て行℃》れぬ所蓮江　　　　　　　　　　　　XIV蹴No　3
　　　　　　　　　　　　　　キ1弄61削　負けた奴寄り掛かる0）を氣障にする：XIXス11No13
　　改股倉へ手態突込んで下女はぎみ　　　　　　V37N・14
1
2
3
4
第四項　有夫姦（柳樽の順）　44句
間男に一言も無い世話になり
　　　　　　　　ツキ　改　ゲツプウかしてガら番屋二杯喰ひ
削間男が抱くと泣き止む氣の毒さ
　改　寺小姓とぼし℃’け不呈巻いて病ろ
　註、髭の元結の多く太きこと蠣燭のとぼしザけ程
削
　改縛られて居ろが喧嘆に勝っ索双
　　アナド削　輕蔑つて座頭の女房押へられ
　改　とうどウン呑んで燈明銭か取り
1V29：No　l
VI44No14
1V39N・5
V玉：≧4N（）2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　V13No18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　XI17Noll
　　　　　　　　　　　　　　　　　V23No13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　XI19No6
註、．晶玉師がとうどう太刀などか呑んで見ゼて燈明銭の名義の銭を貰ふ？
弟i圭三章　柳樽の改版 17■
5　削　闘男を知つて族立沸茨．切らす　　　　　　V30No17
　　　モノモ　　改　物申うといふは雑煮の出ろの也　　　　　　　　　V21）NQ　IS
　　註、年賀の客の種類
6　削　閲男をセ訟を女房は恩に掛け　　　　　V40No5
　　改　窯れがつて掛取か待つ好いエ面　　　　　　　　　　XI17No　9
7　創　田舎不義唐丸籠が二つ出來　　　　　　　マ1飢N・8
　註、唐丸籠は囚人か逡るに用ふろもの
　　改　一ト喧嘩して女房は質か出し　　　　　　　　　IV13No　II
8　削　　　　　　　　　　　　VI36N・1
　　改　太和茶の婆ア苧は『℃’），うんで居ろ　　　　　　　　　VI2生No16
　　註、淺草の二十鰐の如き腰掛茶屋か総稚して太和茶屋といつすこらしい、若
　　　い女の居らぬ家は流行らぬ
9　削　口説きぞん御貞女様iと手持無さ
　註、此旬或に後家に甥すろものとも解ぜられろ
　　　　　　　ゴゼ　改 金持の聲色で脊女昌設ザれろ
10　削　見付かつて推の○程に○て勉げる
　　改　コソ々々と，談ぜ1で妾氣に掛けろ
VH21N・6
VII37No15
VIII7No3
1V18No16
11削　おつかないマグアヒをする伊勢の留守VI∬7No15
　　改　赤腹を釣つて箱王呵られろ　　　　　　　　　　　　IV13No12
　　註、赤腹は箱根芦の湖に産する小魚の稔、箱王ば曾我五鄭の幼名
12削　書謬をして間男は呵られる　　　　VIII8x・15
　　　フタリブチチマキ　　改　二人扶持綜t二添えて遣り始め　　　　　　　　XVm27No3
　　　　　ホユ3削取り干した上で間男呼ばうする　　VII112No∬
　　改　勾當の不足は伽つ☆一二寸　　　　　　　　　　　V14No18
　　註、盲人の官に検校別當句當座頭の四階あるうち、衣や杖などの制ば一二
　　　寸の差なれど勾當と季戴校との位（裏大ねろ庫目違？
猛　削　間男に大屋困果と從弟なり　　　　VI二旺焉N・2
172 寛政改革と柳樽の改版
　　改　一ト腹入しても四條の笑ひ聲
15削　間男を切れろと亭主惚れてゐる
　　　　　コヨリ　　　　　　ヨ　　改姉女鄭紙捻か笑び々々稔り
　　駐、居眠りかする新造¢）耳か鼻へ入れ・Pうと
　　　　　　カリソメ16削　聞男も萄且ながら二度目なも
　　改　好きな乳母本屋か呵り々々見る
　　　　　　　ヨトオ17創　間男の不運夜盗の方へ落ち
　　改仁ヨ三門そのザミ蔦のあつたとこ
　XI19No13　
V∬115No18
　XI19No12
IX10No7
1×11No11
　X16No　lo
VIII39No15
　　註・昔上野に仁王門があつた、その邊ば蔦を定絞とすろ藤堂家の屋敷跡
18削　え、男だのに間男氣が附か雷　　　　　X24N。3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツヨモタセ註・姦嬬の夫たろ者は好男子ナこるに狗らす、侮に通するのは美人局に外ならぬ
　　サト　か畳らぬ自垂鹿忽男
　　改お妾の書間は至極無口なリ
19削　親類も無いか間男施主に立ち
　　改　俄雨。駈けられろだけ駈けろなul
20　削　．二人り共帯をしやれと大屋いひ
　　　　　　　　　イリ　改　析花女の出ろ」ヒ弓場1キ入O｛7肖’り
VIII　39No12
XI　3No6
XI17No10
X120No2
1、「13No　l4
　　註、日本に弓の泌術か傷へた養由の媛の桝花女のやうなが居ろ土弓場は繁
　　　昌
21削　間男の切られたとこに瓜の皮　　　　　XI32No3
　　ス註、滑べつて輻んだのが運の三蓋き
　　改　告げ口をすろで不如意プよ謁の師　　　　　　　　　　X工17Ro18
　　　　　　　　　　　　　　　　ドラ　註・謁と號し遊びに行つたことか親に吉げブこザら放蕩、息子以來あま哨寄附
　　　ザぬ
　　　3ラ　　ジヤウ　　　　　ヌスビト22削　耐へ情無くて盗人孕むなり　　　　Xm　2N・8
　註、問男の子は盗賊といふ僅謬あり
　　改　俗の氣が離れぬで後家目立つなり　　　　　　　XII21NQ　S
第四章　柳樽の改版 ユ73
29　削　間男に言寵められる課があリ
　　　　　　アバタ　　改氣の知れナこ菊石か連れて出合茶屋
　　　　　　　　　　　コワ30 創　あんまりな亭主間男を怖がり
　　　　　　　　　ツレプシ　　改おギヤア々々々々と蓮節Z）職O■しさ
31削　間男は庚申塚でとつかまり
23削重ねては間男をせぬ筈で濟み　　　XIII13N・7
　　　　ヅ　　　　　　　 ト．　　改壷歩でも有ろ中息子捉℃’まらす　　　　 X16No17
　　　アバタ24削　菊石が押へた間男は命づく　　　　X皿41No一
　　ゾオトコ　註、醜男索ろ夫の憤怒は姦夫を殺さサれば止まぬ
　　改　一里塚の先きにi美人二十人　　　　　　　　　　XIII41No18
　　註、淺草傳法院前の株榎の所が、鎌倉時代の街道、一里塚の跡と言簿ふ、
　　　その先方に若い女共を置く二十軒茶屋があろ
25削　耳へ口當て間男の意見なり　　　　XIV　l　No15
　　　カナクギ　メ・プ　　改鐵釘と蛙蝋と下女は取り交はし　　　　　　　　X7No11
26削　間男の外に留守中別儀無し　　　　　XIV　3N・7
　　改　親分の理言吉めヨシカかヌケにいひ　　　　　　　　　X　7：No　5
　　註、タ〃は圃抜けて澤山の謂
　　　カン　イセゴゼ27削勘の好警女間男を持つて居る　　　XIV7N・5
　　改　花の雨下女色揚げをむごい1事　　　　　　　　　　X　7NQ10
28　削　間男をしたのを見たとロ説くなり　　XIV21N・6
　　　　　　　　　　チン改　クコロ見世地犬のPうな神か抱き　　　　　　　　X　7No13
　　　　　　　ケコロ　註》ケコロ見世は騒響と呼ぶ私娼の店、狛の大ナよろば下卑アこもの
　　　　　イヒコ　　　　　”ケ　　　 　　　　　　　　　　　　XVI34No　8
XIV24No　15
XVII4No3
xvHI27No　5
XVII16
註、庚申り夜は房事な忌むの縁に因り庚申塚といへる【勤・り、深い意昧なし
　　　　　カラダ32削　間男の膿一尺が一爾
　　改　海山か越えて行くのにさして居る
　　註、旬意未詳
XVII　No10
XIV24No　8
??74 寛政改革と柳樽の改版
33　飼　間男と別懇にする氣の毒さ　　　　　XIX34N・2
　　　　　　　　ゴゼ　改1好》・つぶれ様さと警女は審められろ　　　　　　　IX　ll　No1
34削　店子と輻ぴ家主を上げられる　　　XIX39N・8
　註、薯通の姦非なれぱ家主の役義か召上げられる＝ともない筈であろザら、姦
　　通と噺ぞ
　　改正宗を喰つナこと質屋ソツといひ　　　　　　V14N（）11
　　　　　　　ニセ　註、一杯喰はされて傭の正宗か掴んだ
35削　やかましい筈間男に女房無し　　　　XX亙恥7
　　改　後家の質男物℃・ら置き初め　　　　　　　　XVIII27No11
36削　手を組んで居るが間男氣に掛かり　　xX欝
　　改　清水を所れど癒は抜けぬなり　　　　　　　　XVIII27No　U
　　註、景清？
37　削　二階へ指‘差し間男を返へし　　　　　XXI14N・1s
　　　　　ドラ　 ミ改　中秋は放蕩に實の入ろ時節なり　　　　　　　　XX　2No16
　　註、観月の夜吉原にて大散財存する風習があつむ
　　　　　　　　　　　　オコ38削　秩父の留守に孕んだで大怒り　　　XX121N・13
　註、秩父順拝の留守中、女房が孕んだ、郎ち間男の旬と剣じて削つずこのごあら
　　う、然し姑女の嫉媚の意味で、割つぬのが誤？
　　　　　ハクジン　　尊江戸の客自人骨か輝くナより　　　　　　　　　　XX　2No14
　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　 ゑクジン　　註、謡曲兼李、頼政に白刃骨を畔くの欝あり、音便の白人は京坂の娼妓な
　　　意味す
39　削間男の獅病心畳えあり　　　　　　　XX∬30N・14
　註、俗説にCoitu5の孚途急激に中ILすれば｛rlperか病むといふ
　　　　　　　　　　カコイ　　改　火な一つ英んなハケチな園女なq　　　　　　　　XX　2Ro13
　　註、下鱒も居ない程貧弱な外妾
40　削　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XXIII40NQ1く
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　　改　車留肩虜かひろく婁あるき　　　　　　　　　　XXV29NQ　6
　　註、車力が若き女に行逢へば戯言炬弄する悪風があつアこ
41削　　　　　　　　　　　　XXIV32N・18
　　改　～1町へ内裏炬崩す賑・やザさ　　　　　　　　　XXIV27乙No　1
　　註、十軒店附近へ雛か競べろ混雑
42　削　間男と亭主伊勢物語する　　　　　　XXV24No8
　　改大石の中に輕石一つあり　　　　　　　XXI22乙No7
　　註、大石に從ふ足輕李右衛門、本節第七項1比較
43削　ビソ出入かと嶢酌を淫いで遣b　　XXV盟No9
　　　　　　　　アタマ　　改　窒目の矢取尻だの天窓だの　　　　　　　　XXI舩　No　6
　　註、震日、正月と盆との十六甘
　　　　　アミ44創天の網間男蚊脹で押へられ　　　　XXVI25No】3
　　　改　熱にアことへ轍．の子で呵られろ　　　　　　　XX皿盤No14
錨五項　心中、隠費女 11句
　1心中
　男女串合せ相果て候者、 死骸弔ひ候事停止、双方存命に候は
覧三日晒（日本橋にて）の上非人手下、第二章第四節第三項甲
比較
　　　　　　　　　　　ニガi　創1重なつて居るで槍観の苦笑ひ　　　　III37N・17
　　　　　　　　　ノゾ　　改ウツ・〃が居・P）と覗く松が岡　　　　　Vm3）NQ18
　　　　　　ウツク　　註、　ウツ、ク｛エ美くしい女、松の岡は鍬倉の長慶寺俗に縁切寺
　　　　　　オピ　　　　　　　ムゴ2　．劒。心巾の着帯をして居る修いこと　　　　VI　l3No2
　　改　今頃ば灰になつおと燈籠秘見　　　　　　　　　IV13No6
　　註、千住の燐場の節サに吉原の燈籠な見る
ヱ76 寛政改革と柳樽の改版
　　　　　　　　　　　キンソウ3　削　江戸の眞ン中へ金瘡二人り出る　　　XIII　9No14
　　比較　死すべき時に死ぜざれば日本橋
　　　改　角兵衛獅子ねれけて束ると仕舞なり　　　　　　　X　7No6
　　　　オリフシ4　削　折節は車でも出る無常門　　　　　　V36N・8
　註、廓内心中の屍艦取り捨てのこと℃・、それとも榊源式部大輔の誹誘ザ未詳
　　　改四ツ手駕月の都をさして駈け　　　　　　　　　XI17mo8
　　註、月の都、吉鳳の形容
　II隠責女
　隠責女踊子共、三ケ年の内新吉原へ取らセ邉はす云々　第二
章第四節第三項乙比較
5　削　轄ぷからそれで流行ると藝子いひ　　　V39No11
　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の　の　註、原本萬句合明和六丑年相印信二には藝仲間とあり
　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の　　改1無雑作＾なものは桶屋の．ぶんまは1し　　　　　　XII19No5
6　／削　三味線はつけたり輻び大やなり　　　Vh21N・9
　註。大や’なりは多いなりの誤寓7
　　　　　カンメモノ　　　　　　ハシタ　　　改蹴ぜ貫目物といつアこと端痺にぎ　　　　　XII37NQ16
　　　註。にぢるとは理屈かならぺ談判すること
7　制　轄ぷは上手々々踊はお下手　　　　　XI口O　N・6
　　　　　　　クゼツ　　　改　タベのは口舌今朝のは喧嘩なり　　　　　　　VIII39No9
8　’削　流行らぬにつけてそろ々々縛び出し　XVIIIUN・9
　　　　　　　　ツラ　　　改　き匁アれい面』で關取℃・しこまv3　　　　　　　X▽11127No　l
g　削　金につまづいて踊子縛ぷなわ　　XXVIII32No3
　　　改　　プリガレン知ら1つに家中氣o｛附つ・す　　　　　　XVIII27Noユ6
　　　註、プリガソンは入百屋肴屋などの通り符鵬、その通り符媛さへ知らぬ俄
　　　商人の赤穗浪土を、債が安。’ザら吉頁の家中が贔員にすろ
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　　　　　ソラ10　1削　足を室にして夜鷹のいそがしさ　XXVIH　2N・3
　　改口説きそんじお女房は氣味悪ろし　　　　　XXII10No2
　　　メシウド　 セサモロノ11　宵場　囚人をr競費品にする五丁町　　　　　　XVIl1No15
　註、隠壷女か逮捕すれば、吉原へ迭り、それ態櫨主が入札で引取り、三年の間
　　　　　　　　　　ヤツコ勤め奉公かさゼろ、蕗種の妓か奴といふ
　　　　　　　　　ウツ　　改物差を諏へ投げろは美くしい　　　　　XIV26N・9
　　註、諏が物差か下さいといふ、姑女び、ソレエ、といりて投げろのは親し
　　　みの無作法
????
ち女」??顯第
　1殿女
　　　　　　　　　ゴサイソビ1　削　おツケ澤山なを御釆誘引き出し　　VIII38N・12
　　　　　　ヨ　　改いつち好ビ町はドン々々カツカなり　　　　　V37No3
　　註、隔年九月＋五日淋田明鵜祭禮、一番の練り物大傳馬町諌鼓鳥のこと
　　　ザ？
　　　ヤイロウ2　創　蒸籠へ這ひすりi乗iつて蹄：るなら　　　XIII42No14
　註、生島新五郎
　　改、癒んばいにしろでは雪に歯が立伽づも　　　　　XXV26No　4
　　註、河豚を買ふ相談？
　II後家
　　　　　　　ソ3　削　髭を喰ひ反らして陰間後家へ出る　XIII13No12
　　　　　　ヘメグ　　改二三ケ所経廻つたとは見えぬ諏　　　　 X7No18
4　　劇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XVI42No17
　　改どなア湘と中將姫にまほしがv）　　　　　IXnNo8
1つ3 寛政改革と柳樽の改版
　　註、長ぐ雪の中に責められて居て目が二く見えぬ？
5　創　長い目で見て居るう宰，に後家孕み
　　　　　　ドコ改野暮な事何所へ御いでと土手でいひ
6　削　御亭主と懇意だつけとにぢb寄り
　　改御の字にねつたと花見支度すろ
　　註、御の字、結構の意味、上天氣になつすこ
7　削　若後家は上がり物だと和術占め
　　　　　　　デク　　改　村の鰍今戸の土偶で雛祭
　m下女
8　削　寝濃い下女車懸りを夢のやう
　　改　待つて居ろ座頭は指の媚撫取り
9　削
　　改　草鞍喰ひ迄ば能因氣が付ずす
　　　　　　　　　　オド10劇　私は子早い方と下女威し
　　　　　クリ　改 古着買庫裡で引導聞いて居る
11削　五日より五日までなり下女の懸
　註、三月五日奉公人出換り、第六項5比較
　　改　御寺様これはひどいと湯屋でいひ
　　　アタマ　　註、天窓へ湯がか㌧っすここと℃丹
12削　コンミリとした事もなく下女孕み
　　改　i薪ノ氷の勢を助ける一F女ミジ色
　　　　　　モヤヒ13割　下女の色催合にするで飢がしさ
　　　　　キザシ　　改　其の兆候有つて朋織か持たぜ穴の
XV∬41No　g
XIV　豊4　No　ll
XIX38No8
　Vε7No16
XX19NQ8
XX2No15
III22No3
1×11No　10
VIl1Nog
XXユ3：No7
VI　39　NQ13
　VI、24No11
VII33No　6
XII37No14
VIII27Nolo
X玉137No8
　　　　　　　　　　　　　　　　VIII27No12－
　 　　　　　　　　　　　　　　XII37No9
　　註、餓途遊びに行℃ーうといふ様子が虜）つたザら用意をしお
14踊　　　　　　　　　　　　V皿33N・4
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　　改　吉原はじゆ道が7・つ猷けて居ろ　　　　　　　XXIII撃Nρ12
　　註、黒助稻荷だの旭如楽だの紳沸はあるが、聖賢の廟は無い
　　　　　　　　　イサカヒ15　割　下女が部屋宇雫諭で日説くなり　　　IX42NQ3
　　　　　　　　アタマ　　改　茶の會へ常の天憲は下手らしい　　　　　　　　IX　ll　No　B
16削　　　　　　　　　　　　　X37N・3
　　　　　　ナイプン　　改』奈冥物は内分ご濟む道具なり　　　　　　　　　　IX　ll　No17
　　註、奈頁刀は極めて鈍く、人か斬つても疵が付ぬザ？
17鯛　其の腹をあんとすべいと下女がセナ　X∬鰺N・3
　　改　若》・手な借v）て娘の災をすへ　　　　　　　　VIII39No5
18削　彼等風惰をといたぶる下女が宿　　　XII27No11
　　　　　イサブ　註、いたぶろ、揺ろの薄誰、いすり取ること、下女が憲は、雇入れの際の宿元・
　　 下女炬玩んだ者ザら宿元が金かいすvl取ろ
　　改　飲に目がくれて胱丹餅喰つて居ろ　　　　　　　XII21：No13
　　註、牡丹餅か喰ふ、醜嬬か妻とす
19　創　下女亭主帯ひろとけで〆められる　　XIII14NQ14、
　　改　山門！、エ・年かして上がろ・なり」　　　　　　　　X　ゾNo　l7
　　註、正月と盆との十六日、東叡山文珠憶、増上毒及ひ淺草寺の山門か開い
　　　て諸人の登ることか許す
20削　相州の佳股倉の鼠れ嶢き　　　　　　XIV31No3
　　　　　　　　　　ダ　改 高倉はおのとしなげに抱き込一ままし　　　　　　　　XIV24N618
　　註、頼政高倉宮以仁王態擁し兵を翠げて李氏に抗し、戦利あらす、宮流矢
　　　に中たりて艶す
21削　　　　　　　　　　　　　XIX36N・2
　　改　兄さんと洒落れてセナアにi逢ひ・に楽る　　　　　　IXllNo　2
22削　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X選∬31：Ng4
　　改　色香妙にして常の下駄に罪す　　　　　　　　　XX傘ざ012
ユ80 寛政改革と柳樽の改版
27削　妾を須精に慮居の下女つとめ
　　改　ビイドロば心遣ひの土産なリ
　　　　　　アシタ28創　茶○○の明日弟が召出さ脳
　　改　だアまつて針で突く眞似うまい奴
29削　蓮の無い妾二度まで轄ぶなり
　　改　女房の苦螢草木黄ばみ落ち
　　註、衣類の支度に骨が折れろ
30削
　　改い・Pね男も來・pうなと淺黄いび
　　　カコハレ
　　註、前孚謡曲羽衣の女句、後宰仙塁公伽羅の下駄
23削　孕んじや出々な々々々園ひ下女　　XXII33No7
　　　ソリソメ　　　ヒヤムギ　　改　釣初と見え冷蓼か℃’つぎi込み　　　　　　　　　　XXV26No12
　　註、夜具の敷初には蕎肇な配ろ、冷蓼炬多く櫓ぎ込むは恐く蚊帳の鈎初で
　　　あらう
24削　下女が色かねて○這と定めねり　　XXIV39No1
　　改猫も杓子も吉原の邪魔なする　　　　　　XXIV27乙No　G
　　註、廻向院前の隠費女金猫銀猫、所々寺祉境内の山猫、晶川の飯盛、皆吉
　　　原の邪魔
25　創　まだ入○○うちから相模ベソをかき　XXVIII11
　　改　まさかの時に質に置く鐙なり　　　　　　　XXI鱈乙No14
26創　下女を○て居るのは貧の盗みなり　　XXV∬113
　　改　知リモ、ぜぬ讐者か呼込む卒中風　　　　　　　XVIII27No　9
　　　　カコヒ　IV妾と園女
　　　　　　　　　　　　　　　　XX、711134No5
31削　被園女へ何時どう來るかつツ孕み
　　改　藏宿へ廻ろで四つ手百高し
XV工II27No17
XXIII42Noり
XXII10No　9
　×21Noll
　VII工　39　No　13
XXIX33No7
XX3No5
　X8No4，
XlI131）No　3
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32削　貧につまされ座頭の子を孕み
　　改　立聞きは今來アこやうに内へ入り
XIX7No6
1×11No3
第七項　陰陽機質關係 43句
　1女陰
　　改　五十貫貸して編笠にもならす　　　　　　　　XXII10No16
　11陰毛
　註。十二月の煤掃に胴上かすろ習慣があっ7こ、それが十三日であろザら、十三
　　　カの敷を籍りて悪戯を形容しノこまで、それ以上何等隈藝な意味は含んで居らぬ
　　　　　　　　　サ
1　割　　　　　　　　　　　XXIス12N・15
2　’削　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　XVI42No18
　改 姻草入奇妙頂來だと探がし
3　削　アレお○○と○際へ手を當てる
　　改梅に鶯櫻に生酵なり
4　削
　　改鳥帽子親泄父の敵も打てといふ
5飼
　　改粟餅もい、や（嫌）いや二十九日
　IXl1No9
XVII　4No　5
XVIII27No　7
XIX39No18
　V37No15
XX39No4
XXV26No14
　　註、九月廿入日目黒不動尊祭禮、錨途晶海に一査か明ガし今朝粟餅を喰ふ
　　　氣力：しo當時の童謡の丈句取
　　　オク6　削後れの髪を掻き上げて女醤者　　　XXV24NQlo
　　改大日坊が益きてると七兵衛　　　　　 XXI22乙No9
　　註、景：清（工f自父大日坊を殺しすこ爲めも幕七兵衛といはれ7’こむ｛、それが『なく
　　　ば、弛Ψ七兵衛といはれろ（西原柳雨氏解）
7　旬1　生えた：年FI■將姫は尼になり　　　　　XXV25No2
■82 寛政改革と柳樽の改版
　　　　　　ラヤヅ　　　　ハキン　　　改阿房宮羅切しアこのが羽利なu，　　　　　　　XXI22乙No　l6
　　　　　　　　　　　　ハキ》註、羅切は男陽を裁噺すること、羽利は威勢の有ろ者、句は後宮の宜官を
　　　謂ふ
　III睾九
　　　　　　　　　　　　　モ8 飼 隣から擁て睾丸をやつと椀ぎ　　　XIV35N・9
　　　　　　　　　　　カミ　　　　　　　　　ハナ　註、夫婦喧嘩秘して究所凌手國んだ曝さんの手な辛うじて放す
　　改　下女が丈書くモ、のだなと覗ザれろ　　　　　　　　X　7No12
9　’削　酢つた奴睾九までも肌を脱ぎ　　　XXV24N・17
　　改芭蕉葉を寺で貰つて呵られろ　　　　　　　XXI羽乙No2
　　　　　　トコスレ　　註、太つれ床擦の出楽る病人には芭蕉の葉を敷ガぜろ、それに縁起の悪い
　　　寺のな貰つて來☆ザら大目玉を喰ふ
10　創　・睾丸を生みつりかたを御取立　　　　XYV25NQ1
　註、つリザ7この譜未詳、句意は男子か生ん1ごi妾の縁故者か起用すること
　　改沸え湯よりひどくしれのは甲斐の國　　　　XXI22乙No拓
　　註、信玄盲人の生埋
　IV　男陽に露骨な語を用ひたる句
II削　押へのへ○○究命を致すこと　　　XIII42No9
　　　　アトトモ　註、押へは後供、糧なかシツカリと締めろ
　　改　お妾の勘めで銀のチロリ出架　　　　　　　　XXV26No3
　　　　　　　　　　　　ミ・　クチ　　註、チロ、マ、下の方すぼみ上邊に提梁と溝口あろ燗徳利の一種
12　’削　隠居役握りへ○○で呵るなり　　　　XIII42N・2（1
　註．削り放しにて改挿旬無し
　　　　　　　　　クワ13　’削　蓮池でへ○○を街へ引込まれ，　　　XIV34No7
　註、不忍池央の茶屋か池の茶屋とも蓮1の茶屋とも呼ぴ：Rendez－VOUSに使用ぜ
　　られ†こ
　　㌧改　責められて下女留守の事有りつ繁d　　　　　　　X　71恥　7
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　　　　　　　　　　　　イヅポ14　創　百人一首デヵひへ00も一本あり　　XV　42No20
　　　　　　　　　ミカド改　クフツ々々々といふと曽は出來上り　　　　　XHg　No8
　　註、未詳
　　　　　　　　カブロ15割　百爾とへ○○と禿床に置き　　　　XVH4No2
　註、淺草年の市の客、土の大列と金勢大明瀞とな特つて露途吉原で遊ぷ
　　改　眞ツ照’な餅存鷹にli見厄て置き　　　　　　　XVIII27No4
　　註b眞．ツ蝶な餅は鳥肉な混ぜて作っ距鷹の錨、獲物かすれば輿ふ
蜀　削　御番駈へ押出しや婆のへ○○なり　XVII　4No4
　　　アタマ　　改　天窓な丸めて頼政》’らぬこと　　　　　　　　XVIli37No　g
i7　旬1三ツ星へ見せるへ○○の向オ、疵　　XVI∬37No4
　註、三ツ星、淋田鍍治町瘡毒藥本蝉
　　改　行く時は紅葉で天窓膿す軸なり　　　　　　　　　　XIV24No　5
　　註、紅見観は籍口、泊つて來て尻尾私出す
郊　削　松が岡へ○○冥利の無いが行き　　XV∬姐N・9
　註、舩が岡は鎌倉の長慶寺、縁切り寺
　　改、下げにするそうで相手も髪を結ひ　　　　　　XIV34No10
　　註、婚禮の待女耶ザ未詳
19削　月にへ○○書かれるほどの不仕合　XVII42No13
　註、見世を閉貿戸が立て、あろから子供が樂書をする
　　　サムラヒ　　改　　侍の遊ぴ大小投げ出だし　　　　　　　　　　　　XIV24No　7
　　註、登櫨欝刀を許さす、茶屋に預ザる
20　削　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XX32No4
　　改　里の母悪ろ根性で暑氣見舞　　　　　　　　XXI22乙No10
　　註、土用干の際心窃に娘の衣類の無事にあるや否やな調べる
21削　呵られる茶費へ○○を踏みにぢも　　XX38N・5
　　　　　キリオトシ　　註、芝居の切落郎ち追込みの土間か凱茶費の男圖らすも客の驚き怒ろ
ユ84r 寛政改革と柳樽の改版
　　　研を踏み創突く々喰ふ
　　改　四丁目もまだチラホラと匂ふ也　　　　　　　　　XXV26No15
　　註、本町這丁目は藥種間屋が軒な虹べて居アこ、参考の句
　　　三丁日讐者の藏宿らしく見え
　　　ニツ三ツ袋四丁目まで蝕り
22　削　へ00にも土器のある鳶郵（毛颪）　　XX38Nolo
　　改　切）〕遊iび吾妻女鄭に京男　　　　　　　　　　　　XXV26No16
　　註、廉償短時間の遊興は吾妻男に京女か逆に行く上方出身店者などの風情
23削　　　　　　　　　　　XX38N・16
　　改　小豆は公卿大角豆勇者なり　　　　　　　　　XXV25No17
　　註未詳
　　　　　ホウゲン24’削　さすが法眼玄關にへ○○無し　　　　XX39N。3
　註法眼の位を特つ†こ讐者の玄關には壁に樂書がしてない
　　改　月の枕言葉苦勢でありいす　　　　　　　　　XXV26No13
　　註、中秋に客が無》・のは傾城の大趾辱とて氣に掛け約束を迫ろ
25削大へ○○癩滴病みは度々見られ　　xXIス3No16
　　改　い、天氣綾7こい索あとで諏になり　　　　　　XXIV27乙No10
　　註、十一月廿二日より廿八日i迄、一向宗寺院報恩講執行、其頃決晴なるを
　　　　　　　　　　　　ミアヒ　常とし御講日和といふ、滲詣か兼ね見合かすろ風習があつ霊、例謹句
　　　夫嬬の取組晴天七日なリ
　　　ミタテキ　　　見立決まつすこ善男子善女人
　　　カラダ26削　身騰は人間でへ○○は馬なり
　　改　白い刺し足袋なぞ存穿き遣手出ろ
27　削　小さいへ○○で間男座頭され
　　改　讐者と見へやケ廿と和尚和初心なり
XXIス3No17
XXIV27スNo12
XXIス3No18
XXIV27乙No13
　　註、女犯り罪か恐れてf曾侶天窓の丸きか利用し町讐者に化けて遊里に向ふ
28　・削　銀箔の着いたへ○○を高尾振り　　XXIス4No3
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　　　　　　カンザシ　　改　氣の知れぬ客髪差を抜・’て騒る　　　　　　　　XII21No6
　　　　　　　　シ5 削　出合茶屋何か女の強ひる聲　　　　　XIII31No17
　　　　　　　マチン　改 チンバ弓！き乍ら番木艶な買ひに來ろ　　　　　　　XII21No11
　　註、マ乎ン、犬奄殺すに用ひる毒藥
6　削　出合茶屋何か男の詫びる聲　　　　　XIII37：No6
　　改　安す松魚得心づくで懸むなり　　　　　　　　　　　X　7No1
7　削　　　　　　　　　　　　　xX38N・17
　　改　捧の手を見ぜて和侮は馳走する　　　　　　　　　XXV26：No18
　　註、多摩郡府中の先き、深大寺の偲、手打の蕎夢の求に慮す
8　削　出合茶屋抜き足をして呵られる　　XXIII24：N・5
　　　　　カエン　　　ミトキ　　改　ソ〃ネンと1花：莚の上に三時座し　　　　　　　　　XX　2：No10
　　　　　　　ブ　註、堂々と費れ淺つナこ三歩の上妓
9　削　八功徳水で出合は手を洗ひ　　　　XXV∬33N・6
　註、大敏正宗分、『内外左右に諸の翰漉あり、八功徳水湛然として充満し』小鰹
　　　　　　　　　の正宗分『極樂浄土には七寳の池めり、入功徳水其中に充満す』入功徳は即ち
　　　　　　　ヤ、、ゐ　清浮潤澤・不奥・輕、冷、輕、美、飲時調適、飲巳無患、なり、池の茶屋の
　誇張形容
　　改　湯戻りの小f曾を亭主左り前　　　　　　　　　　XVIII27No17
11一一般風敷
　　　　　ニギ10削　母の手を握つて炬燵仕舞はれる　　　123N・2
　　　ホオゲン　　改　法眼の勤めで四本木を植ゑろ　　　　　　　　XXIII23No　l1
　　註、讐自荊の勧告に因V〕蹴鞠の稽古’か女台めろ
　　　マ　 じ11割眞間へ行ぐ人は女にびれつかす　　　III30N・2
　誌正燈寺の紅葉は吉療行のロ實に使はれろが暴問へ行くの1填實の紅葉見
　　　　　　　ユヅケ　　 ム　改，氣のi毒さ℃㌔・・どう湯澄喰ふと咽ぜ　　　　　　　　XII　37No　6
　　註、底本萬旬合安永四未準相印信ム、駅い濫、とあり、句意未詳
　　　　　　　　　　　　（
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12削’口説く奴吸付けながらにぢり寄う　　VII22x・）16
　　　カなキ　　　　　　　　　ヅケネラ　　改仇秘ばカラリコロリと附狙ひ　　　　 Xli37No2
　　註、虚無f曾の下駄の音
13創　どの客がヅ孕まセπと遣手いひ　　　　Vm　N・17
　　改　糸疑の旦那はものが言ひ易し　　　　I　　　　　　V14No　2
14削孕んでもい、とはしから連れて凍る　XXI16N（）6
　註、はしザら、意味未詳、恐く踊子か招く事
　　改　四季折々の戯れに母困q　　　　　　　　　　　XX　2NQ11
　　　　　　　　　　　ダ15削　ケツを捲くつて尻を抱く切落し　　XXV24N・13
　　　　　　ドラ改　藝者で放蕩か打つ匁ものも百のうち　　　　　XXI盟乙No　4
　　註、絶菊か寵ぜられアこ後，島羽院も百人一首の中にある
　　　カリツラ16　創　、「i列を飢してばれる村出合　　　　　XXV24N・16
　　改品川で打つアこは寺に勝つ7こドラ　　　　XXI22乙』No3
　　註、御殿山の博変のテラ鐘にて登櫨？
17　割　あナε今近』所へ恥かしのモリ孕み　XXVIII　ll　N・5
　　　　　　　　　　　　ウ改　もう取つて下さろな墓と母は請け　　　　　XXI22乙No13
　　註、質屋へ頼む母の口吻
18創　　　　　　　　ケテウ　　改　雁勉射7こ其矢で’化鳥射て落とし
　　　　　　　　　　　　　　　　XXVIII23No9
　 　　　　　　　　　　　　　XXIV27乙No　9
　　註、雁撫射プこ養由の弓矢か其娘桝花女が夢中頼光に傷へ更に頼政鶴か射ろ
19削孕んだを隠して娠は呵られる　　　XXII9
　註、恥：らつて秘して居たか呵ろ親しみの意で、更に削ろべき理無き’旬
簗三節　削る可かりし句（結論に換ふ）
愛に削る可かりしものとして掲げるのは、純然す乙る理論でな
く、第二節に暴げに所と同一の標準に擦るとすれば、　底淺す
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可からざるものばかりを例示するのであつて、不姜當な句は、
其外にも澤山あることを淫意する。
　句の首にある括孤入の敷字は、前第二節各項の句の首にある
番號で、かれこれ比較の便に供する爲めであり、尾にあるのは
編丁及び句の順位なること亦前第二節ε同一の例である。
　本節各項に掲げた見出しは、專ら前節各項を比較する爲め、
其位置を示しセのであつて、内容は必すしも、見出しと一致し
ては居ない
第一項　大名、御家騒動留守居、役人、武士
1大名冷評
漣意　前章第二節第一項115句の註にいふ如く、淺野封吉
　　良一件の句の残つて居るのは、頗る多敷であるから、
　　其重なるものを例示する
（2）サツパリと掃除をさせて首を取り
（3）淺から鍛恨額へ疵を付け
　　目印は殿が額へ付けて置き
（4）　在城をしほ々々として退散す
　　　　　　シキミ（5）　恐挽を水と樒で申上げ
　　拙信までも本望と首を見る
　　生マ首を初めて見たと和爾いひ
　　いかさま檜くていな首と佳持いひ
　VI13No14
XXI12国07
　×141No12
XV21：No16
　115　No13
XIX　l6No　9
XVI32No16
XV　ll　No2
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（6）首一ツ五萬石蝕のヵタに取り　　　XVI24No2
　　　蟄居でも澤山だのに畳むなり　　　XI旺1！No5
　　　　註、壁む。閑居、淺野長矩の庭分、飢心蟄居で十分、
　　　　　牧封は酷
（7）　まれ人も御魔すらんに眉間疵
（8）餌を飼ばぬのが鷹の羽の落度なり
（9）　公家衆に似た人額やらかされ
　　　小さ刀でも大きな事が出架
　　　事大雇に綻びる小夜衣
　　　マイナイ（10）賄賂を弓箭筋へ掴むなり
（11）
（12）
　XIV　6No　ll
　NIV19No8
XVII　19　No　Il
XVII亙　3No6
XXIX　3No6
XIII36No13
　註、弓笛筋は劔難の相ある手の筋
唖甘く見て上野はナメ過ぎる　　　　XV14No12
切り口へ璽のしみたる烏帽子疵　　　IXIII27No7
烏帽子では手柄にならぬ向ぶ疵　　　　XI16N・1G
杉部屋に慮れると手におへのな1）　　XII29N・11
　註、上杉家に庇護され、ば復讐大困難
コンニチ
今日は是れ切ξ）炭び）中で死に
切腹と逃㌣ゲ頚置、るとは雪と炭
親にて候者打たれ拙者手疵
一に富士二に鷹の朋の夜討なり
前表は死人の山の邊へ越し
カタキウチ
仇討死人の山の近所なり
XIXス10No14
　XIII16No　l
　XXI10No　lo
　XIII　5No16
XXIII31No　7
　XVII40No12
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　　　　ス　　　　　　　　　　　ウワル　十四日助け鷹も出た風聞なり　　　　XIV28N・13
　　爾隣逃げ込んだなら追ん出す氣　　　　VI30N・ユ4
　姻草屋じやないカ・といふと袈裟に切りXIIIgN・11
11御家騒動
（17）　摩卸ラt荊旺も子孫も虫彦で責めるなリ
　　　　　　　クモリ　　鏡磨御部屋の曇まで談し
　　　　　　　メカケ
　1∬留守居
　　　　　　　　　　　　　タハム（2墨）　び1）ツ子もあるに御留守居戯れる
（191手の下の罪人妾たんと持ち
（20）子雀を狙ふ鼠の憺らしさ
（？2）手水組‘eはないかなと局いひ
1▽
（25）
（26）
（27）
かう持つて弾きなと留守居笑はれる
踊子に踊れと留守居無理をいひ
役人
役人の骨ツぼいのは猪牙に乗せ
責色を一割入れて札が落ち
　　　　　　　　　コワ袖の上から取つ記のは怖くなし
流行り馨者御月番ほど溜めるなリ
　　　　　　　　　アキ百姓も怒鳴るを聞いて呆れてる
盗人の猛々（、いは袴着る
　註、袴垂に寓し汚糞を罵る
　XVI28No14
　XIV28No　l
X「▽II　23　No　ll
XXVII31No　7
　XI　4No1
　XI24No8
　V32No5
XVII41No2
　　II　13　No18
　XI29No8
XXVII　3Ro15
XVIII　9No14
XXIV　3Noヱ
　XIII　29　No11
かくては果てじと法螺貝吹き立てる　XVI24N・8
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　v
（291
　註、此句は天明元丑（1781〉年登行の柳樽第十六編に
　　あれど、其底本は安永七戌（1778）年萬句合相印義
　　三であつて、それ以前では、安永二年に飛弓眠同
　　六年に信州の騒擾事件があつナヘ（第一章第五節
　　25及ぴ29）
姿飯の味も忘れる長い公事　　　　　　IV38NQ17
武士
御直段がよいと藏宿カプリ振リ
　　　　　　　ソ臓宿で擦所なく反りを打ち
藏前の閻魔ニヂるを帳に付け
藏宿の嫌は心で笑止がり
草木黄を」み大玉力｛落ちるなり
玉に疵藏宿を出て猪牙に乗リ
　　　　　　　ダ　ボオハ　ゼ藏宿が貨さのと駄坊沙魚を釣り
　註、第一章第二節第三項比較
　　　　ゴオシ御不勝手郷士の娘嫁して來る
　註、第二章第二節第三項比較
御不勝手質屋の大β上げさせる
　　　もイツポ
長くして一本貸しやれと吹付ける
目釘まで抜くは萱爾かこ）の質
座頭の坊昧糟役人を言ひ負かし
座頭の坊手綱を持つてニヂて居る
　IV　39　No12
　1V　2No14
　1V　7No　g
　III　4Noヱ3
XVIII15No4
XXIII　34　No　7
XIII　8No14
XV40：No　I8
　V　9No6
XII1　16　No　8
　V421No6
　11　34　No16
　11　37　No13
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町人で役所を埋める大晦日
　註、役所は旗本の用人の詰所など、
V16Noユ2
第二項　罪刑諸例
　1
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
諸犯罪
我が持つた財布の紐で締められる
追剥に逢ふたも記るす族日記
いくら程無くさしやつたと獄師いひ
寄り高を見せす乙が和爾運の壷き
用心に置かうと和爾ケチな鎗
　　　　トコ金の在る所を抜身の下でいひ
猿轡マヂリ々々々と盗まれる
探し出す度伸び上がる猿轡
　　　シ女房を縛ばつて奈良茶喰つて居る
盗人に法螺貝を吹く在郷寺
早鐘に和術を見れば猿轡
猿轡和術を初めねてまつり
草の庵朝寝起せば猿轡
　　　　　　　　サ海賊の用心に戸を鎖す佃
盗人の目に花の嘆ぐ土用干
病人の寝たも盗みに逢ふプこ晩
盗人に逢へば隣でけなるがり
IV31No3
　11　2No　IO
VII18聾09
XII　3No工4
11112No　8
　×17No13
111　　23　No17
　V32パ015
XI35No13
耳126N・2
11131N・6
　11　8N・12
　1113No　lo
XX23No7
XXIV13No13
　VI12No5
　　116No9
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　　　　　　　　　　ハ　ケ　　茅葺へ這入る夜盗は刷毛ついで　　　　V17ND18
　　貧の盗みは大黒に目は懸けす　　　XXIV22No15
（6〉天に口あり一反股へ入れた　　　　NVII34N・2
　　・睾玉を掻く振む二百くすね込み　　　VII4No3
　　馬鹿らしさ湯屋ヘドテラを返すなむ　XIX10：No15
（7）飛んだこと遣手巾着切に逢ひ　　　XVIII30No18
　　仲の町かつぱらはれて泣いて居る　　IX22No16
　　カンザシ　　髪差と巾着が出て縛ばられる　　　XVI27N・13
（9）　季卯原樽：をチヨコ々々々捨て、逃げ　　　　V　3No6
（10）　かつがれる宵にしげ々々裏へ出る　　V∬　2N・10
　　　註、かつがれる、此場合は誘拐の意
　　かつがれた亭主三十ぱかり上　　　XVI19N・9
　　　註、妻を誘拐せられた亭主
（11〉貧信を夢に見下女はかつがれる　　XXVI39N・10
　　　註、此場合は拐取姦淫の意
　　　　　　　　　　　　　サ　　腰抜けの下女御臼洲で五人指し　　　　X33N・11
　　　　　　　　　　ゴゼ　　　ゾ　　後難を避けんが爲に警女を打ち　　　X28No5
　　　註、警女を犯した後、之を殴打する悪風の由來未詳
（12）ぷちのめす談合ガンチ大菊石　　　XVI　ll　No3
　　下女が部屋芙＿座とは齢・こと　XXVI28N・2一
　　　　　　　セヅパ（13♪合瓢せにや切忍を舞はす御部屋住　　IV24No12
　　なぴかのと鎌で威かす姿の中　　　　XI22No14
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　　　ごとくなる刀を抜いて責める懸　　　　119No9
　　　　註、謡曲藤戸の文句取、刀は忍の誤爲P
　　　　　　　　　サシウリ（14）　聾へ氣の毒な絡頁舅世へ來る　　　　XIV41No11
　　　　　　　　　　　　　　　サ註、磨嫡せられ陀息子の揺すり
ぐ15）
（17〉
優さ男の子待てと四郎兵衛ひつ捕らへ
四郎兵衛にとかまへられる睾玉無しXXIII27N・40
見世中へ二三把役げて腰を掛け
イ
要ら組絡買つて居酒屋静なリ
　　　　　　カタ居酒屋o）喧嘩騙りの方へ落ち
　　デ　　　　　タクヤレ大かい工みをしたと田含公事
鎌疵に腰押しに出る村公事師
一箱もくすねて置いて戸を閉てる
四郎兵衛に女之介はとつかまリ
ヤ　　　オ
　　　　　　　　　　　　フゲ、〕
フ　　　コミ　　　　　　　　　　　　　シパ
踏ン込のま、で傾城縛られる
踏ン込の女郎鬼一トロに喰ひ
ツチコ　ホ　　　　　　　　　　　　　　クヤ
土漫夫のやうな女郎を縛し上け
　　　　　　　　　　シノぐ土漫夫のやうな女郎は縛られる
形は男だが泣くのは女なり
股引と頭巾を取ると女郎なリ
　　　　　　　　　　　クち四郎兵衛から受取り柱へ縛し
踏ン込と頭巾四郎兵衛から屈け
　　　　　　　　オツテ四郎兵衛を呵つて追人駈けるなり
　VII18：No17
　VI　8No9
　VII　3No15
　　V37：No7
XXIX　2No15
　XII14No12
　XVI　l8　No17
　XIX2No4
　　X14No　ll
　XIII27No　l
　XII22No13
XXIII27No7
　XII18No　6
　XII　7：No13
　XIX14No8
　XX17No　I8
　XX34No11
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　　野郎の傾城に追人が五六人
　　四郎兵衛が關所破りはタカが知れ
　　口書の禿其の時寝ナεになり
　　村きおひ造り酒屋を打ち壌し
　　　　　シパ　　　　　　　　　ハナ　　泥坊も縛つて置けぱ談する
　　　　　　　　　ムゴ　　泥坊を一俵にする惨いこと
　　此國で左衛門と付く大い奴
　　首が無いぞやとヒソ亭々里の母
　　シバ（19）　縛られて居るが喧嘩に勝つた奴
　　外科の供兎角子細を聞きたがり
　　　　　　　　　　　ア　ザ
　　　　　か　ザ　　　註、青一は入墨の形容
　　　　　　　　　　　　　ワザ　　岡場所の太鼓は土場の片手業
　　高縄からは手を出して通るなり
　　座敷牢母も手錠がものはあり
　　鎌倉の牢へは抱いて這入られす
　II仕置關係
（18）　董艮をri殺〔ノすこ奴が害を爲し
（21）　番太郎屠所の歩みを逸るなり
（27）悪る者になり始まりは青一を付け
（30）
（31）
（32）
（34）
第三項 賭博
XVII　19No　8
XXII：［　39No15
XIII　2No12
XVIII22No9
　XIV14N・18
　XIV21No12
XXII28No9
XXII　34　No　4
XVIII29No18
　　V13No18
　11111Nol8
　XI24No7
　VII35No14
　XXI12No　2
　XVI42No2
　XII28No　g
XXIII　5NQ12
1釆博変
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（3）憂な目が出ると云ひ々々糟を解き
　　　晴天に仕合せ悪るく馬子の蓑
　　　土場の犬質屋の門に待つて居る
（6）盆産へ櫻散り敷く御殿山
　　　降り通す彼岸嗣取上がつたり
（7）船賃を増してやるはと坪を伏せ
　　　紳棚にカノソタ乗つてる屋形船
（8）　神前までは坪と塵敷き詰める
　　　　　マチ　　　酉の市江戸を喰らつた胴が見え
　　　唐の芋坪一式で流行るなり
　　　芋頭落として胴に呵られる
　　　小一爾鷲に取られる大不首尾
　　　　　　　　　　　　　　　マチ　　　此餓鬼め土産どこかと酉の市
（9）小人閑居してやたらに伏ぜだがり
　　　無駄坪をヨシといふ蓬伏せて居る
　　　胴突かれ御楽は圷をまたぐなり
　　　供部屋の音を禿は不思磯がり
（12〉
（13）
（14）
し、づウカ）にしやれと大屋理長る氣なリ
　　　　　　　　　　　　ネインノコ々々々々つんぼう睨められ’るXXI4N・17
いきなりに盆薦へ寝るぶつたくり　　　X38N・1
　　　　　　　　　　ザレ　ユむごい奴二文四文で武分揺すり　　　　XI　8N・4
お勝手の衆へと胴は二百出し　　　　VI35N・16
　IV32No15
　1V　7No6
　1×　9No12
　　×37No　ll
XVIII42No16
XVII14No　lo
　XXI　3No4
　XIV21No　8
　XIV15No17
XXI工　13　No　4
　VIII23No8
　XII　28　No　2
　XI　3No8
　XII　6No17
　XVI35No　l
　VII10No6
　VII　3No3
　XVII43No8
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（15）坊が、親椀で伏せてる松の内
　　釆は所持したと島田でおツぱじめ
　　川留に碁盤の外は坪を借り
（16）三割ならぱ伏せようと女房いひ
　　勝ち負けは兎もあれ女房本目張り
　　受けるから見れぱ六テン女房張り
　　羽織着て居る御内儀に皆勝たれ
　　　　　　　　　ア　　股倉をパツカリ開けて是れが勝ち
　　もがつたと下女股倉へさらへ込み
　VI　5No2
XVIII　9No18
　1V　9No4
XIV24No12
XVII　ll　No17
　XI　6：No6
　　111No17
　　×24No5
　1×37：No6
〈18）其のピリを受けて昊れろと立つて居る
　　　　　　　　　　　　　　　　　VXII12No17
　　是非に八分でと手負の願なり　　　　XV12No15
〈19）鼻ツ張りあんまり口が利き過ぎる　XVI42N・4
　　鼻ツ張り頗る、小言などをいひ　　　　XVII43No8
（20）　コザ々々を：先へ彿へとバカを投げ　　XVI25N・12
　　バカでやりや目の子がい、と夜蕎褻いひ
　　　　　　　　　　　　　　　　　XIV17No4
　　坪皿とノ㊦カー南で取戻し　　　　　　　X28N・12
　　　　　プ〈23）　馬方の打つうち垣を皆喰らひ　　　　III36N・1？
　　勝つナこ蕊葛子青梨子などをr噛ぢるなり　XIII37No14
〈24）放れ馬采を握つて追つ駈ける　　　XIV2盛No14
　　　グ　ニ〈25）　五二へ：タを日本橋力》ら投うり出しXVIII　6N・）11
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　　　　　　サヤナミ（26）　三ゾロを小波といふ人の好さ
　　　フンエグ　　　　　　　ツパ（27）二分挟られたと唾σ手を洗ひ
　　　　ウン（28）　マア詫といへと無蓋の指を折b
　　袋棚から札を出す無濫茶屋
　　　　　　　　　　　　ノ　　坪皿を持つて基盤を脇へ退け
　　　　　　カツ　　膳部をば謄ぐが潰れ無壷なウ
（30）四人bで三十六の損をする
　　附合ひで四ツ九文張る堅い奴
（31）
〈32）
　XIV27No17
　XII28No12
　　×37No12
　XII4芯・18
　XV28No2
　1V26：No　l
XVIII35No　7
XVIII35No7
　註、升六文を四人に割り一人九文づ＞張る小博変
張良と奨噛’を一字づ＞盗み　　　　　XVII　3忍・3
虎髭のプツタクリ奴とチヨウノ・ン揚：XXV　6No6
ト
　　　捉かまつて泣くな々々々と子守いひ
丈33）摺り彿ひだと胴取手をはたき
　　　　　　　　　　　　　　ウチ（34）…人りづ》丸腰で居る悪るい家
　　安い土場百度詣りを…人附け
　　　　　　　ヂツチ　　喰はられ鍛調市奉賀に土場へ來る
　　　註、喰へない小信
　　　ヨミの場へ筆添えて出す奉賀帳
（35）　女郎買横鎗が出て押つ伏せる
　　　　　　　　　　　　　　ド　ラ　　ぷつに買ふ愛想こそう藍きた放蕩
　　　　　　　　　　ブ　　　ノ　　　わつちがも行くと荊つさと松が岡
　　　　　　　　モンツケ∬　ヵルタ　富籔　紋付
マ130No　Io
VI三12No　5
X琴H6N・1
XIX　l8No18
1V28No　I7
　117：No3
XII12No14
　1V3壬』No　l
XIII　30No12
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（36〉
（37〉
（381
勘當のうち恐ろしいヨミになり　　　　x42No4
戴百ゴミ息子いけなくなりはなら　XVI照N・18
　　マモリ裸身へ守を掛けて打つて居るVll8N・41×33N517
　　　　　　　　　　ヤミ通り者ヨミを打つのは病上がリ
サア胴に着きやれと這入る瘡つかき
他の者は入れま勘ぞやと松の内
初雪をメクリ日とい、虫むごいこと
康秀を目掛けるケチな歌カノレタ
　　註、ムベ山といふ小博変
松の内七ツの星をよぐ畳え
　註、七ツの星、釆の日
ウ　　　　　　　　　　　エ　ビ　嵩
　III15：No18
XVII35No6
　1×18No9
XX∬86No　5
　XXHI　No　5
1　31No13
鵜でけつかつて海老二とは是れだかへXVIII5No15
　註、よく呑込んで居ながらしらぱくれる
ア　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　サゲ
青一が行つたかニコ々々と探るな）　VII翫No4
　　　　　　　　　　　ザ女房の落ちるを見れば畜一が無し
　　　　　　　　　　ア　ザ嫌のヨミ氣の毒さうに青一を立て　　　VI　2：No3
ラチも無い所へ女房青一を立て
アオニ
青二から出るは正月ぎりのヨミ
　　　す女ヨミ怖ぢなさるなと繹迦を打ち
女巾ヨミ亭主非に．見てかつぎ出し
　　　　トボヴプ火を黙しと云はれ，胴二二逃け9
一二番産婦もヨミを打つて見る
III　2No13
VI　ll　No13
VII　3No8
1X．16No3
1V　5NoI？
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（39）
　　　　　　　ゲ　　氣の毒さ碁筍から釆が一つ出る
　　毛藍へ乗るが碁石の隠し藝
（40）首経り富の札など持つて居る
　　一の富どこかの者が取りは取リ
　　ニコツイて一人か二人富場出る
　　大，笑ひ富場で杓子おつことし
　　富の場へ財布を落とし笑はれる
　　オンネン　　怨念が怖いと富を取ら露同士
　　　カイコ　　お盤にくるまつて居て富を付け
（41）紋付に贔負をはぶき懲が知れ
　　紋付に韻負をはぶくひづらこさ
　　　　　　　　　　　　　カコヒ　　紋付に掛けちや手の大きい園女
　　　カミ　　お瞬さんおめへだと鴨下げて來る
　　紋付を亭主が取つて静な今
III雑
　　ガコワレ（43）被園女へ坪が廻るとさかるなり
　　這入るまいものか只取るやうなヨミ
ヨミの見物吸口で是れからさ
寝て聞けば野馬を打つたやかましさ
　　アトヨミの後えては炬燵ででからかし
行燈は吹殻だらけコミの朝
十三日富札の出る趾かしさ
　　　　ゴ
XXI　9Nolo
IX　23　No16
1V19：No　ll
　X36No17
×1V34，No17
XXIス3No8
　1×　6No8
　　V31No3
　XV　ll　No　lo
　XIV30No8
XVII21No　3
　XX19：No　l
　XI38No　l
　XI　3Noll
XVIII31No6
　XI　6：No4
XVII　3No13
XVII　42　No15
　1V35No14
XX　26．No　3
1×28No18
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詐はり負けておびき出す通り者　　XVI％No11
墓ツ手て來て下げて行く通り者　　　VII41No14
シパ縛られて居て助言する太い奴　　　　VII　ll　N・2
　　　　　　　　　　　アキこりやア馬こりやアキ”ごと呆れた子XIV2N・7
〈44）
〈46）
〈47）
〈48）
〈49）
（51）
〈52）
〈54〉
　　　ア　ザ　　　　　　アオニこれは青一これは青二と悪るい奴
湯治から少しはヨミも強くなり
　　　　　　ヒ　トリあんまりの事に一人で伏せて見る
すぐ骨を抜かれテこなど、負け泥奴
うしろから目立ナaぬやうに五百負け
負け泥奴炬燵に寝て、考へる
　　　コ　　　　　　　　　　　　　 コ
XIV　ll　No　ls
VI38No13
　1　12No4
XX18No3
1×　　7No4
XVI41N・12
あれに斯うこれに斯うとて負けた奴XVHI28N・8
ザウヤク　　　　　　　マジi維役の馬子が交つて博変じヤミ　　　VI　ll　N・11
盆塵を押へo）跡へ脊負つて行く　　XVI4No3
江》圷へぷちまけて行く夜蕎変費　　XII42No18
勝つナこなら逃げて來なよと女房いひXXII13No17
懸り人勝てぱ内儀に借りられる
壼匁負けるとヨミも怪我のうち
土場で見た男が時宜をして通り
石奪は土場から直ぐに思ひ立ち
負けこけて女房に眉を付けさせる
通り者ハルナヘ願を掛けて止め
　註、榛名と張為なの秀句
　11　7No13
　1×18No14
　XX　38　No　ll
　　V35No6
XVIII　4No　8
　XVI　16　No　1
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（55）
（56）
（57）
（58）
（59）
ぐ61）
　メ　カケ百匁賭よほどかうじた博変なり　　XXI30No3
一ト寝入りしてもやつばり銭の誰　XXII6No6
　　　　カラウス勝つナz！奴室臼に耳そぱだてる　　　XXII18No2
勝つた奴そろ々々逃げて音淋し　　XXI9N。3
負けた奴ばかり穫つて談してる　　XVIII25No2
　　　　アルキ　　　　　　　イヅポいら露事歩丁手を出し一本負け　　XIXス7No17
　　　　　　　　ヨ手を出すな氣になる，駿せと肘で突き　VI30No18
氣になつて負けると内儀叩き付け　　XII42No16
隻醜錺へ吹きやれなと負けナZ奴　XV26N・・3
第四項有夫姦
（1）　パツとしたもの間男と芝居なり
（2）　闇男をせ鳳は手前の妻ばカ）り
　　見世中で知らぬは亭主一人なり
　　其惜くさ間男が來て子を呵り
（4）　罪らしく座頭0）女房警孚氣なリ
　　　　　　　　　ウチ　　　きつい罪座頭の家へ入りびπリ
　　　　　　　　　　　　　ザ　　獅が吠えると女房を先づ探く偽
　　天命は座頭に二人り押へられ
（5）　留守狙ふ奴はあいつとあいつなり
　　時は得報し留守の事々々々々
　　　　　　　　　　　コワ（6）　間男をするよと女房強意見
　　X15No15・
　XIX　　7No　4・
　VII18｝マ017
XXIII29No1墨
　’XV28NQ3
XXIII21No曾
　XIX　7NQ4
　XII　8No13
　　V　4No1α
XXV24mo3・
　XI31No　3
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（7）
（8）
（9）
，（10）
〈11〉
・（12）
・（14）
あつかひで村間男は五俵出し
聞男は目かりの利いた男なり
　　　　　　もモつよく聞けば女が膿の太い奴
キョロ々々々と男はすれど内儀せす
それ，ならばさうと亭主捲かれてる
棚へ上げ他所の内儀の不義談
孚L呑むは誰7ごとなど來る太い奴
跳ねられて貞女様だをシホに立ち
カ】》りける所へ亭主戻つたb
ドツカドカ戸棚へしやがむ一大事
間男のノ・ダシはきつい不首尾なり
間男の傘は四五間逃げてさし
伊勢の留守女房ア・・ギな事をする
心細そそうなたちかと伊勢の留守
伊勢の留守ト鷲ヤミにする不届さ
　　　シ　　メ　　　　ハ間男は七五三を外づすと寄附かす
紳罰で女房御彿ひ箱を脊負ひ
　　　　　　　　　　オコ馬鹿塵主湯で聞きかぢり大怒b
言鐸をしプこが間男落度なり
道ならぬ懸に明き店二軒出廉
五分々々にして店立てが二軒出來
　　X28Noll
　VII　l3No　lo
　VII　9No13
　　×42Nc13
XXIII28No2
　　XXII　No12
XXIス　9No　ll
　XIII21No12
　　1V37No　ll
XXI～ア　17　No　5
　11117No　ll
　IX　5：No15
　XIV25No　l
XVII　37No　lo
XXVI38No15
　　×18No18
　XX　3Nり10
　X正X　3No18
XXIV　7No　l
　XI31No14
　　143No2
註、此句或は喧嘩爾成敗の童かも知れ，ぬ
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　　　　　　　　　　　アパタ（15）女房の番をして居る大菊石　　　　　Xil5No　ls
　　逃げようと致しましねと馬鹿亭主　XXI5No7
（16）自壁を見ろと去り歌ぷつ、ける　　XX128No9
　　紛れ揮へ去り；状添えて出し’　　XXIX　i8撫6
　　怖いこと炬燵で餅を鵜く氣なり　　XXIV23No12
（19）御亭主が死んで逃げるが止めになり　VIII6N・10
　　i死人に口無し置き土産とのカ）し　　XXII27N・8
（20）　落ちて行く二人が二人稽が無し　　　　　110N・8
（17）　運の好さとう々々二人り長尋ね　　XXII20蜘12
（18）　他で輻ぶぶんはとケツが廣いなり　　XXI　9筑06
註、松の枝に帯を掛けて出た遊女の駈落？
（21）　うしろ疵湯番大屋へ告ヅロ
　　　　　　　　　　　リ　　畜生にや劣りましたと乳を貰ひ
　　乳呑子を相手に亭主すめの顔
（22）　え、人に似セが手癖が悪るいなり
　　笑はない子を愛さる、氣の毒さ
XIX13：NQ4
XXVI34Nc13
XXI37No8
XIX　8No2
　XX19No婆
くすぐつたがら露子を持つ馬鹿亭主XXIV32N・4
（23）
（24）
（25）
聞男の子も當てやすとだつきいひ
’欝くしみの強い子供を置いて逃げ
こそ目出度けれと戸棚で留るなリ
　　　　　　　　　　　ソラ女仇は打つ方が檜くていな面
間男を御用百にて他言せす
　XX16No15
XII24No18
XX∬14No2
XV26No3
XIIIgNo8
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（26）
　　　　　　　　　　カヘ今日もi來て居ると向ふの曝ア焼き　X皿4No17
　　　　　メニ命を懸けて見つからぬやうにするXXIX23No17
其沙汰がチラ々々あるに入りびたりXIII39N・13
臓の留守何をしやうと儘なこと　　　　X　8No15
人寄せに塗り立つて居る族の留守　XXIV　4No3
　　　クツ瓜田へ沓を入れ’にi來る留守見舞　　XXVI3S　N・14
イザ寄つてあたり給へや亭主留守XXVIII22N・17
イトコ從弟にもしろよく來ると放の留守
陰膳のおろそかになる事が出來
族の留守向ふの女房抱き込まれ
族の留守うちにも胡麻の蝿が附き
族の留守別條たつた一つなり
黒鯛を辛子で族の留守に喰ひ
族蹄り女房三味線隠すなリ
　　キヤツノーア彼奴めだと勘付く族蹄リ
　　　　オシ留守のこと唖は枕をニツ出し
間男を押へた側に柳行李
出立の頃からの儀と亭主いひ
　　ニヨオボオ族蹄り女房に付きやかましさ
族帰b大きな腹の儘で去り
　XII　26　No15
　XI25No16
XXII　5No2
　VIII31No　l
XXVI28No3
XXVII　7No2
　XIX25No　IS
　XIX　ll　No15
　　118No18
　VI30No5
　　XI　7Nolo
　　X25No5
　　V19No1
　　おくたびれサテ御内儀はヒヨンな事　XII40No1
　　　　　　　　　　カち（28）　主人相知らす四五人曝ア持ち　　　XVI41N・18
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（29）
（31）
間男を見出して恥を大きくし
ワツ々々と怒鳴つて亭主恥を叢蚤き
虫干の前夜間男連れて逃げ
逃げた朝先づ静にさ々々々
子を二人り捨て、オヤ々々飛んだ事
大師河原へ行つたあと女房逃げ
間男を連れて相模へ逃げて行き
（32）　押へた々々々五爾で事が濟み
　　　斬るの突くのと威かして五爾取る
　　　生けて置く奴ではないと五爾取り
　　首筋元ヘヒヤ々々で五爾出し
　　　フサツ　　不殺の恩を蒙むつて五爾出し
　　値切つたでアツタラ首がニツ落‡）
　　五爾取る時は鼻毛をグツと抜き
　　面色筋を荒ら、げて五爾取り
　　小夜衣破つて．五爾わきまへる
　　女房の損料亭主五爾取り
　　141No16
　XIII　34　No　lo
　VI31No16
XVII17No　lo
　XV14No7
　XIII　3No19
　　V31No15
XXIX26No16
XXIV20No　2
　　V37’No　g
XVIII　g　NQ　ll
　VII10No　l7
　XV亙13No　g
XXVI亙9No4
XXVI　7N（》10
XXVI　6No2
XXIV　5No1＄
徳向きな（に？）か、り大きな目に出合ひ
　　　　　　　　　　　　　　　　XXIV10No3
素人の女郎代金五1雨なり　　　　　XXIV10No6
　　　　　　　　　　プ女郎より女房は四爾壼歩高　　　　　XIX24No12
　　　　　　ヤド辮青を振つて宿は五爾取り　　　　x∬羽No1
　註、亭主有る下女の請宿の強談
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（33）
（35）
（36）
（39）
（41）
（44）
御亭主とねんごろが内儀へ移り　XVII6N・4
割も膝になると亭主は立ち蹄り　　XII13恥7
　　　　　　　　　カヤ承知ゑそうだに向うの曝アうせ　　　XII26No3
綻びを笑ふは内儀縫ふ氣なり　　　XXIV34No　lo
碁の留守を間男打つて替へにするXXVI∬6N・1善
　　　　　　　　　フグ雪の留守炬燵で女房眞鰻喰ひ
他人の始まり兄婆を狙ひ
留守中は長々御世話知らのなり
・一卜長屋出忍庖丁で寝歩に居る
族鯖り不機嫌な顔氣に掛かり
聞男を炬燵矢倉で、女ちのめし
かの入に隣の女房威分無心
二人とも動くなと石カツチカチ
XXV24No　l
XXII26NQ16
XXVI40No4
XIII　18　No16
　XV　5Xo13
XVII42No3
　VII　35No　9
XVII42No12
第五項　心中、隠費女
1心中
（1）　心中を肴屋尾鰭付けていひ
（2）　’ふ中が講）るで弓曇くも呵られす
　　　心中が出るで結納費りはぐ勢
　　心中は世聞にたつだ二人hなり
　　　心中の前夜男の膝が濡れ
　　心中は春めて遣るのが手向なり
　IX39No3
　VI　S　Xo17
　1×18Xo7
XVI　7No　T
XXVI34：No　lo
　IV15No7
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　　四人りの歎き氣の小さな二人り
　　心中も男の方は借りだらけ
　　騰甲斐ない魂二つ番が附き
　　カホ　　豫て用意やしねりけん抜くと 逃げ
　　死を善道に守らす男逃げ
　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コわ　　男奴は逃げたさうなと薦を掛け
　　ムゴ　　惨い事二人うで死んで一人り逃げ
　　　註、種を宿した女一人心中
（3）死すべき時に死なざれば日本橋
　　日本橋死に損なひが二人bなり
　　江戸の眞ン中ヘウ・タヘ者二人
　　日本橋馬鹿をi蓋ぐした差向ひ
　　ゴフ　　業晒し日本の地へ二人り出る
　XI　5No　s
XXI112No12
　130No16
XXI25No　l
XXI　9No13
　1V28No12
XII25No17
註、一面情死未途の晒しと、一面謡曲の善界坊及ぴ
　自樂天との意味
日本橋押し分けて見る買つた奴
　　　　　　　　ナサケ江βの眞ン中で別れる情無さ
四日目は乞食で通る日本橋
鳥追に出る頃ははや疵も愈え
地紙質しまい左之者共になり
　XI30No10
　XX玉3No15
　XIV16No4
　VII　5No12
XXIlf24No6
　　　ゼカイバウ
XXII　29　No　ll
V∬i21No9
　1V35No16
　　V23No13
XV皿　5No9
註、左之者共、罪人の捨て札、泥坊とは判ぜられす、
　複敷の書き方、惰死未途の晒らしく思はる
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　　ヂヤウゴオ　　定業の未だ至ら濾日本橋　　　　　　XI「22No3
　　　註、女犯の僧の晒、情死未途に非す
　　　　　ケ（4）　懐創を氣取つて遣手揚げのなり　　XV∬116N・9
　　たま々を事に心中の晩に行き　　　XVI35No9
　　心中の座敷一ト暁遣手寝る　　　　　X29N・4
　　i其蛙そうで大門罐ぎ出し　　　　　XIII14Nol3
　　　註、情死のあつすZ部屋の造作は、一切之を磯多に與
　　　　へる規貝画で斎）つナこ
　　心中が化けると禿威どされる　　　　　X16N・9
　　心中の座敷を禿駈け抜ける　　　　XVH17No7
11隠費女，
（5〉　島の千歳の蝕流は轄ぷなり　　　　XVIII38No4
　　おきやがれこぷし（原文儘）誰にも轄ぶなり
　　　　　　　　　　　　　　　XXIX　9NQ5
　　　　　　　　　　　　　　　　XVI23NG5
（6）
當時は兎角一輻び二聲なり
轄びとは中プラクンのバイタなり
それのミで踊子グツと涜行るなり
濟まぬこと師匠折々轄ぷなり
獄立の外に轄ぷを二三人
三味線で喰へるものかと母はいひ
　　ス十三は座はり三味線轄ぷなり
大法で三味線箱は持つて來る
XIX17No　g
　XV26No13
　XV31No18
XIII　l　No　ll
XIII28No17
XXIII12No6
X「▽1　3No9
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　　　　　　　　　　　　　　　ヅ　　　三味線はアィ附けたりと擾で才丁ち
　　　　　　　　　　　XV10No9及XVII14：No11
　　　　　　ホカ　　三昧線は外事コ・リ々々々なり　　　XI15N・13
　　責色でなくて三昧線枕なり　　　　　XII　IS　No15
　　　　　　　　　　　　ヨ　　三味線の外に根締めの好い女　　　　XIII37No5
　　三味線の外にも怨ぴ駒を責り　　XXI22甲No13
　　三昧線がパツタリ止むとウサンなりXXIV24：No11
　　踊子の隠し藝までして蹄り　　　　　　114No1
（7）　轄ぷはづ大きな坂の近所なり
　　　註、踊子の巣窟忙る橘町の入口に大坂屋李六略辮大
　　　　李といふ藥種屋があつた
（8）踊子の母口説ぐのを聞いて居る
　　床をせぬのが母親のきつい味糟
　　　　　　　　　　　カケ　　轄び出し糸屋は古い掛も取り
（9）御趣向のよろしき方へ縛ぷなり
　　善を善とし振袖で三歩なリ
　　　　ワトコロ　　　　　　　　プ　　橘を懐中にして二歩取られ
　　　　　イ　　人相の好い大年増一歩なり
　　だ、くさなやうでも只は轄ぱない
　　踊子は轄ぶと籍を付けて遣リ
　　ゲンカ　　立關からi藝子の上がる自堕落さ
　　履物を持つて轄ぴの母迎ひ
　VI10No　lo
　IX17No2
XXIV征6No9
　XV19：No12
XXV21No14
XVII13No　l
XXIV10No　lo
XIV32No8
　XII10No16
　VI28No6
　XX18No5
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　　　オロ　　子堕：しの向ふ裏だと藝子いひ　　　　XII27N・7
　　　　　　　　　ナロ　　町内のうちで踊子堕すなり　　　　　XV38N・16
　　　　　　　　　　　オロ踊子はわれ一存で二度堕：し　　　　　　　XI27No　lo
　　　　　　　　　　　オロ　　踊手は事ともせすに1又瞳し　　　　　XII19No16
　　　　　　　　　　　　アガ　　まつさをな顔踊子の病ミ上リ
　　　　　　　　　　　　ミ　コ　　値i次第であぷない事を巫女はする　XVIII39No1
（10〉　鷹の妓夫箱提灯を下げてi來る　　　　IX　7N・8
　　’銭ッ切り遊びなと竹光を取り　　　XVI32No17
　　材木屋騒ぐと妓夫を呼付ける
　　　　　　　　　　　　　III41No17及IV2No7
　　　　　　　　　　　　　ト　　材木屋野郎が掻CO河岸を禁め　I　VII22No11
　　　　　　　　　カク　　剥身小屋四五人懸す’鼠がしさ　　　　XII3No16
　　南無や八幡と剥身の小屋へ逃げ　　　XVI24Nc17
　　　註、以上二句捕吏に追はれた深川の夜鷹
　　腹を背に替えて山猫蹄1るなり　　　XXIV　3N・1
　　　註、山猫、江戸の寺趾境内などの私娼
　　　　メイ　　非人奴出ませいのやうな船で責り　XIX18N・15
　　帆注の○○たを倒す船比丘尼　　　　II31N・3
　　メシウト（11）　囚人の縁で吉原通ひなり　　　　　　XIV　3N・9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　コ　イ　　　　第六項殿女、後家、下女、妾と園女
1殿女
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（1）
β）
　II、
（3）
（4）
（5〉
長局たつた四五寸不足なり　　　　　VI6No18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1×94No15
御殿者ふざけ出してはきついごと　　VI且No4
肉饅頭を喰つたのが落度なり　　　　XIX　4No8
　註、絡島生島に關する催の句一一切略す
後家
高慢な後家地男は嫌ひなり　　　　　XXI　l8輪10
後家へ出す陰間一一本使ひなり　　　　IX　7No15
芳晦で年増の分はニタ役し　　　　　II26No18
ヨシのトゲ折れ込んで後家大騒ぎ　　XIV　5No3
吹第にお淋しくもない男見え　　　XXIV　5No18
後家のいろ先年五爾出しナ乙奴　　　　XX18N・12
間男はしまいしと後家大丈夫　　　　　x12N・13
どうぞして仕廻つセか後家乳が出る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　XXVIII23No18
（6）そこが後生だと若後家口○かれるXXVIII23N・18
　　　止めて居りや○やさと後家は○來か＞り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XXI　ll　No4
（7）若後家にズヰキの漢零させる　　　　　130No－7
　　　興醒め顔に庫裡を出る堅い後家　　　XXI29』N・9
皿【下女
（8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XVIII30No13
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（9）有象が出ると無象が來る下女の部屋XX皿20No7
（12〉下女の腹心當りが二三人　　　　　　XXI9No5
　　　　オ　　子堕ろしを下女は八百屋へ買ひにやり
　　　　　　　　　　　　　　　　　XXII40NQ8
（13〉下女がさかるで噛合ひが絶えぬなり　XII42No15
　　　　　ア　ス（16）〆○○翌日舌ツたるいが下女の疵　　IV29No4
　　　　　　　　　　イ　　陰徳を施すで下女好い工面　　　　XXV24N・2
（17）　孕んだをセナアなりやこそ連れて行』き　IX36No15
　　　　　　　　　オ　　何ぼべい出せば堕ろすとセナ困り　XIV13No1
　　一人りべいならまだしもとセナ呵りXXI29馬6
（18）其のやうに誰にされたと下女が宿　XXIV32No7
　　　　　　　ヅカ　　なぜ一人り捉まへないと下女が宿XX皿135N・7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　XX14No11（19）
（20）
（22）
（24）
恥かしい喧嘩を肥立ち際にする
入箋…は下女と一所に追ん出され
流行る下女また飛入りが二三人
　　　　　ア重寳なア○の開いてる相模下女
豆○豆だ○下女○○納豆
モシ床が違ひやしπと追出され
XV工［1　7No、5
XXII［　3NQ2
XXII42No　ll
XXVl39No17
　VII　18　No　1
　　　くらがりをコソリ々々々と下女が色XXIV4No18
　　　　　　　　　　　　　　　　　XXV工［2No6
（25）夢ならば畳めな々々々と下女○がO　XXIX19N・12
（26）下げ銭で○説いたを下女憤ほり　XXIII35N・15
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IV
（28）
（29）
（30）
紙帳で拭○○○を下女憤ほり　　XIXス8N・3
　　カコイ妾と園女
陰陽を敏くはと殿は下○なO　　　XXIX　I7N・9
　　　　　　シヨウ魚尾の黒子で妾斗り御寵愛　　　　XXIX27N・12
御妾のやうにや奥様も○○が○すXXVIIIl1Nolo
御妾が何を告げたかしくぢらせ　　　IV30N・3
　ゴサイ御茱までとう々々房を長くさせ　　　　III31No12
　註、御茱は殿女（又・・側妾）に使役せられる僕、房は
　　姻草盆《叉は文箱などに）下げた紐、大奥で使用
　　するのは、それが頗る長かつた、其風習が途に御
　　茱にまで及ぼしたといふ、田沼時代の大奥の勢力
　　が、下僕にまで響いて朋を利かせたことを講す
馬鹿堅い子だと妾の母呵り　　　　　XIV13N・3
カコワレ被園女へ髪の有るのが來て盗み　　　X16No2
第七項　陰陽機質關係
1
（1）
∬
（3）
（4）
女陰
ジヨ：ウカイは常盤の方へ付けナ乙い名　　1×16N・3
紙鰯○○見○○新造悔しがb　　　　VII29No17
陰毛
姻草は無いかと○倉へ手○○れる　x皿21No　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　XX－X　3No4
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（5）
　　　カワラの一分する土○慮居秘藏する
踊子の○倉までは度々のこと
XXVIII　23　No15
　　　11　4No，1
　　VI　7No3
（6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XXVI28No　l
l7）琴三昧線を浮かめると○が○える　　XV42N・B
III睾九
（9）・睾丸を狙ふは男禿なり　　　　　　Xlll27No16
　　　畢九を廣げ組ばかり淺黄待ら　　　　XVI42No14
1V　男陽に露骨な語を用ひた句
（11）槍校の倉へ○○切り捨て、逃げ　　　VII21No　lo
　　　　註、未詳
（19）自壁のへ○〔）は御用能書なb　　XXIII41No2
（27）　　　　　　　　　XIX隼ス11No13
（29〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XXII42No2
　　　　註、早世した娘の振袖に鈴の付いたま、を寺に納め
　　　　　る
　　　　　　　　　コオ（31〉1貧乏揺す極が高じてお○すなり　　　　XVIINo2
　　　さすが畜生白布を着てお○し　　XV皿42：No19
　　　　註、自布の出典未詳
　　　ミ　コ　　　巫女を見てふと○○○てる宮柱　　XX皿35Nq16
　　　い、寝貌見て○○○ちにお○るなりXXVIII8No5
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（34）女房はそれ見なさいと外科へいひ　　III12No　lo
（361　それ様あデ○○御座ると輕井澤　XXVIII10N・6
　　江戸衆は数○○け澱と輕井澤　　　　VII10No9
（39〉鏡磨少し○したで顔が殖え　　　　　III33No2
第八項　陰陽機能働詞、○這、○虚
1働詞
（1）一度切りなら○てやろと在五いひ　XVII42No11
　　　　　　ズヰキ（2）姿ののち芋苗の○で又は○め　　　XXVI12N111
（3）何が恥かしいOOOと轄○かし　　　VI11恥7
　　だま○○ろモ・ンヂイだと押○伏○O　XVI35No5
　　な○るともいはれす御手が付きました
　　　　　　　　　　　　　　　　　XXIV27No9
（9）
（11）
て12）
（13〉
腰元は度々御廊下を一つ息
練供養には女房を詣らせる
奥榛の御ひろひ御下心なり
　　　　　ハシタ小侍キャンな端脾に○ぷセられ
傘の柄漏り○○○に下○なり
可笑しくもないに茶臼を見て笑ひ
今夜はお○で仕廻ひなと女房いひ
　VI　6No　l
XXIV36No3
XXIII35No13
XXIX．13No16
XVII42No9
　11し　5No　g
XXVI　7NQ13
　XXII9No10
XXII　3No篭
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI21No1
　　夜○更○○○猫の水飲む音がする　XXV21N・17
（14）加藤左衛門重氏ケ○○され　　　　XVIII42No20
　　　　　　　　　　　　　　　　XXIX18No　7
　　　　　　　　　　　　　　　　XXIX26No9
　　　註、謡曲朋衣文句取
　　　　　　ゴ　ゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　XIXス12No11
〈19）首が出て來ると人形面白し　　　　XVI24No6
　　　　ヂ　ク　　ユ○土偶で茜を濡らす村芝居　　　XX工X　3No1
　　　　　　　パ　　傾城は取つ外づしても恩に掛け　　　　140N・15
　　而して○ち傾城は垂れに行き　　XXIX28No18
　　0這
　　抜き足で折りに行くのは寝入花　XXVII12N・3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　111　42　No15
　　　　　　　　　　　イツポ　　　タンバ下女寝所へ薪を一一本持ち　　　IV3N・10
　　　0虚
　　助兵衛といふ人○虚かき初め　　　XXII　S　No7
（16）轄O合Oマヂソな々々と御用見る　　　　II・No9
（17）罪なこと警女をば側に置○○○る　XVIII42No18
（18）持塞を呼んで○ないのはプツタクリ
（20）姑女と違ひ舅のい○りやう　　　　　119N・11
〈21〉　ソレ善兵衛ど○がりんす々々々々々XIX9N・7
　11
（23）
（25）
（27〉
III
（32）
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（33）　がになつて女房○虚じやないといひ　　IX31N・7
　　　　　　　カドウ　　沙汰の限りは火動にて遷化なり　　XV皿［4：N・1
　　　　第九項　淫蜜、淫具
1淫書
　　　　　　　　　　　ツ（1）貸本屋何を見セナこか胴突かれ
　　貸本屋これはおよしと下へ入れ
　　　　　　　　　　　　　アあナこり見廻はし書のとこを娘開け
（5）
（7）
II
（8）
（9）
（10）
（11）
α3）
（14ノ
具足櫃のは暑の出π男なり
草双紙までも取りやげる始皇帝
淫具
長局腹にす乙まらぬものを喰ひ
長局太郎兵衛ほどに使ふなり
牛はものかはと陰間へ局いひ
牛の角もぐと女が二人出來
水牛で若葉胡蝶の仲の好さ
　　　　　　　　ゴカク大小はあれと直段は牛角なリ
　　　　　　イ値次第で四五本要ると長局
長局四五本持つてそねまれる
　ハシタ・お端脾は張○講をこしらへる
長局昨日の口をもう二本
皿1　7No14
　V39No8
XXI身1No4
　×16No4
　XIIINo8
　　XXIVNo6
XXIX　9No8
　XVII42No8
　XIV　5No5
　XIV38No17
XXVII　6No　lo
　XIV38No　lo
　VIII　6No15
　　1×30No6
XXVIII30No1垂
　　X38No9
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　　　　カ　　　　　　　　　　　　　　　イツポ　　胴反へしもうけ小間物一本責り
（15）小便のなら隙を責るは小間物屋
　　越前は致しにくいと小間物屋
（16）人間のタケリまで有る小間物屋
　　大は小を兼ねると笑孟、長局
　　牛若と名付けて局秘藏する
　1
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
長局牛を休めて馬にi乗り
　　XX38No　ll
　XXIV16No　4
XXIII25No」
　　III　38　No　5
　　　122：No17
XXVIII21No8
　XXIV20No14
　XIll　19　No10
　　第十項　出合茶屋及び一般風教
出合茶屋
茶屋借りにいの字とろの字這入るなりXII18No7
　　　　　　テ出合茶屋借り人は御膳籠で來る　　XIV　6N・3
出合茶屋値切れば鼻であいしらひ　　　X33No6
慾心さあんな者をと出合茶屋　　　　　X33N・5
蚊が來るを蛇が待つて居る出合茶屋XIXス11N・3
出合茶屋おつ○澤山そうといひ　　　　VI20No12
ア　ス
明日はもう上がると出合しつ○○さ　VIII31No15
首のすつ○む程出合強○○なり　　XIV31N・2
出合茶屋小便に下りし、に下り　　　V35N・5
叉貝を捨て》行つたと茶屋笑ひ　　XXV8恥18
口過ぎになるとは見えぬ出合茶屋　　XIX4No2
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（8）
（9）
I????
底11〉
（12）
（13）
（14）
（15）
賑やかではまうからぬ出合茶屋
蓮池院連れて助兵衛茶屋へ來る
出合するグパリ池水をたやえつ、
出合茶屋庭に池水をだやえつ、
不届な屏風を池の，上に立て
　シタ其下で泥驚爵を○や○てる
　　　　　ミキワ
　　XX39No　l
　　XII28No　l
　　XI20No　g
　　XII　g　No15
　XXIX　l9　No　ll
XXVln　l5No15
アツケなく水際の茶屋を二人り出るXVII40No13
一般風敷
　　　　　　　　　　イマ瓜田は固より炬燵をも戒しめる
智が來て衡L麺にする芋つなぎ
聲消えも入りたき親子喧嘩なり
女房があるで魔をさす肥立ち際
鼻の下長く女房の御帳附き
振袖のもげそうな場へ母の聲
廓下ヒソ々々間男が二三入
仲條のかどに立つてるのが相手
色男ノ・シタばかりに産をさせ
濡れの幕下女伸び上がり呵られる
歌舞伎見ながら人形の面臼さ
アOも無いくせに面影惜しむなり
ア○ありやなしやの身でも懸歌魔み
XX∬　4No10
　　XXIX　No1盛
　XX14No3
　　1　6No7
　　1V　ll　No　ll
　XIX　6No2
　　1V36No19
XXIII　7No7
XVIII　8No9
　　　141No6
　　xXII　NQ　l
XXVII　l　No13
XXVIII15No16
　xXIV9No2
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（16）
《17）
（18）
（19）
姿畑ゆうべ轄んだと二ろまで
i変畑小一塁ほどおつナこほし
野良出合行雁列を飢すなり
馬子唄に二人ひれ伏す姿の中
姿畑作大將が見あらはし
i変畑ザフ々々々々吃二人逃げ
喰へども昧ひ娘初○知れす
ナごらうといふにダ取イ・エなり
見出される迄はほつても娠いはす
XXVII12No
　　IV　3No
　VIII27No
　　IX27No
　VII工18No
　　III　5No
XXIX12No16
XXヱX　26　No　8
XX．V　4No2
XXI∬11No10
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